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　３月１０日に久崎小学校体育館の竣工式が行われました。式典後、久崎小学校６年生児童２７人
による力強い和太鼓演奏が披露され、新しい体育館全体に勇壮な和太鼓の音が響きわたりました。
　関連記事はｐ２２。
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平成 19 年度    

予算
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
積
極
型

　

投
資
的
経
費
倍
増
の
24
億
円
に

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
と
企

業
会
計
予
算
が
、町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。予
算
額
は
、

一
般
会
計
１
２
７
億
７
４
５
万
円
、
13
の
特
別
会
計
と
企

業
会
計
含
め
て
総
額
２
３
１
億
３
、３
７
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
町
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
１
２
７
億
７
４
５
万
円

（
前
年
度
当
初
比
６
・
７
％
減
）、

特
別
・
企
業
会
計
含
め
て
総
額

２
３
１
億
３
、３
７
９
万
円
（
同

２
・
０
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
町
税
が
国

の
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
っ
て

２
億
６
、０
０
０
万
円
余
り
増
加

し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
や
各

種
交
付
金
な
ど
を
加
え
た
一
般
財

源
総
額
で
は
８
、７
０
０
万
円
ほ

ど
の
増
額
し
か
見
込
め
ま
せ
ん
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
合
併

後
３
年
目
を
迎
え
て
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
一

般
会
計
の
投
資
的
経
費
（
道
路
や

施
設
な
ど
将
来
に
残
る
も
の
に
支

出
さ
れ
る
経
費
）
を
前
年
度
当
初

12
億
円
か
ら
約
24
億
円
に
倍
増
す

る
な
ど
「
積
極
型
」
予
算
と
な
り

ま
し
た
（
会
計
別
予
算
額
は
別
表

の
と
お
り
）。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
な
ど
に
対
応

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
完
成

上
月
小
体
育
館
を
建
て
替
え

　

平
成
18
年
度
か
ら
南
光
・
三
日

月
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
は
、
平
成
19

年
度
は
佐
用
・
上
月
地
域
で
実
施
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
全
町
域
に
完

成
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
な

ど
へ
の
対
応
に
加
え
、
町
独
自
の

放
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
子
育
て
対
策
で
は
、

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
を
拡

充
し
、
対
象
者
を
小
学
校
入
学
前

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
と
し
ま

す
。
兵
庫
県
が
小
学
３
年
生
ま
で

対
象
を
広
げ
た
も
の
を
、
さ
ら
に

町
独
自
で
上
積
み
、
制
度
の
充
実

を
図
る
も
の
で
す
。
妊
婦
健
康
診

査
助
成
制
度
も
、
兵
庫
県
の
制
度

で
後
期
分
の
み
対
象
と
し
て
い
た

も
の
を
、
町
独
自
で
前
期
分
に
も

助
成
。
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制

度
と
し
て
、
国
の
助
成
基
準
に
合

わ
せ
、
町
独
自
の
上
乗
せ
支
給
を

始
め
ま
す
。

　

農
林
業
関
係
で
は
、
獣
害
防
止

柵
の
設
置
や
農
道
舗
装
、
風
倒
木

対
策
経
費
に
対
す
る
補
助
な
ど
を

実
施
。
建
設
関
係
で
は
、
町
道
の

維
持
管
理
費
に
約
６
、０
０
０
万

円
、
新
設
・
改
良
費
と
し
て
約

３
億
７
、０
０
０
万
円
を
計
上
。

平
成
20
年
度
か
ら
架
け
替
え
工
事

を
行
う
円
応
寺
橋
は
、
平
成
19
年

度
に
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
関
係
で
は
、
消
防

署
の
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
買
い
替
え
。
防
災
情
報
を

随
時
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
」
に
加

入
し
、
災
害
時
の
対
応
な
ど
に
役

立
て
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
は
、
多
動
性
障
害

一般会計  １２７億　　７４５万円

町税
23億2, 274万円(18.3%)

繰入金

地方譲与税等
国庫支出金

県支出金
地方交付税

地方債

その他

総額
127億745万円

48億7, 866万円(38.4%)

6億3, 8 50万円(5.0%)
5億5, 1 36万円(4.3%)

9億2, 8 41万円(7.3%)

15億8, 700万円(12.5%)

11億1, 052万円(8.7%)

6億9,026万円(5.5%)

歳入
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2007/ ４月号

児
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
２
名
を
小

学
校
に
配
置
。
平
成
18
年
度
か
ら

進
め
て
き
た
教
職
員
へ
の
パ
ソ
コ

ン
配
備
計
画
は
、
平
成
19
年
度
で

完
了
。
全
小
中
学
校
教
諭
に
１
台

ず
つ
貸
与
し
ま
す
。
上
月
小
学
校

で
、
老
朽
化
し
た
体
育
館
の
改
築

と
、
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

地
域
手
当
廃
止
、
職
員
削
減
で　

　       　
１
億
９
千
万
円
の
効
果

　

行
政
改
革
で
は
、
平
成
21
年

度
ま
で
を
区
切
り
と
す
る
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
地
域

手
当
を
廃
止
。
ま
た
、
退
職
者

の
不
補
充
で
職
員
数
を
削
減
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
人
件
費
約

１
億
９
、０
０
０
万
円
の
削
減
効

果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

公
務
で
出
張
し
た
と
き
に
支
給

す
る
旅
費
日
当
を
見
直
し
、
近
隣

地
域
は
日
当
廃
止
、
そ
の
他
の
地

域
も
減
額
し
ま
す
。
旅
費
の
削
減

効
果
は
約
６
０
０
万
円
の
見
込

み
。

　

平
成
18
年
度
に
行
っ
た
町
長
ら

特
別
職
の
給
与
カ
ッ
ト
を
継
続
。

一
般
財
源
は
小
幅
な
増

財
源
不
足
11
億
円
基
金
で
賄
う

　

歳
入
面
で
は
、
町
税
が
国
の

税
源
移
譲
な
ど
の
影
響
に
よ
り

２
億
６
、０
０
０
万
円
余
り
増
加

し
ま
す
が
、
そ
の
反
面
所
得
譲
与

税
や
減
税
補
て
ん
特
例
交
付
金
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税
を

含
め
た
使
い
道
が
限
定
さ
れ
な
い

一
般
財
源
総
額
は
、８
、７
０
０
万

円
ほ
ど
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調

整
基
金
10
億
２
、０
０
０
万
円
、

減
債
基
金
５
、０
０
０
万
円
、
公

共
施
設
整
備
基
金
３
、５
０
０
万

円
、
合
計
で
11
億
５
０
０
万
円
を

取
り
崩
し
、
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

基
金
残
高
の
推
移
は
グ
ラ
フ

①
の
と
お
り
、
減
少
を
続
け
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
特
定

目
的
基
金
が
大
き
く
増
え
て

い
る
の
は
、
合
併
振
興
基
金

21
億
８
、０
０
０
万
円
を
積
み
立

て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

地
方
債
の
７
割
以
上

　
　
　
　
　

合
併
特
例
債
占
め
る

　

借
金
に
当
た
る
地
方
債
は
、
総

額
15
億
８
、７
０
０
万
円
を
借
り

入
れ
。
そ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

の
補
完
的
な
役
割
を
果
た
す
臨
時

財
政
対
策
債
４
億
３
、９
０
０
万

円
を
除
け
ば
、
７
割
以
上
を
合
併

特
例
債
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
残
高
の
推
移
は
グ
ラ
フ

②
の
と
お
り
。
平
成
18
年
度
は
、

合
併
振
興
基
金
の
財
源
と
し
て
合

併
特
例
債
20
億
７
、１
０
０
万
円

を
借
り
入
れ
た
た
め
、
急
激
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

一般会計  １２７億　　７４５万円

民生費
25億7,898万円(20.3%)

公債費
20億8,511万円(16.4%)

議会費
1億4,569万円(1.1%)

総務費
23億5,446万円(18.5%)

諸支出金
3,706万円(0.4%)

土木費
11億7,496万円(9.2%)

農林水産業費
10億7,341万円(8.4%)

商工費
1億4,848万円(1.2%) 衛生費

11億4,547万円(9.0%)

消防費
5億5,569万円(4.4%)

教育費
13億5,233万円(10.6%)

災害復旧費
4,581万円(0.4%)

歳出

総額
127億745万円

25億9,056 22億4,04829億0,001 32億4,877
12億2,048

7億5,869 4億1,553

4億9,656

4億4,656

5億7,589

9億0,062
8億5,337

29億8,649

29億4,954

10億

20億

30億

40億

50億

60億

H15 H1 6 H17 H18(見 込) H19(見 込)

（単位：万円）

財政調整基金 減債基金 特定目的基金

（平成16年度以前は合併前の旧4町、旧一部事務組合の合計）

合併振興基金21億8000万円を積み立て

グラフ① 一般会計基金残高の推移

16億7,681

                                        

　　

◆基金の用語解説
財政調整基金・・・予測できない収入の減や、支出の増加

　 減債基金          ・・・公債費の増加に備えて積み立てられた基金
　 特定目的基金  ・・・その他特定の目的のために積み立てられた

                                      に備えて設けられる基金

基金（公共施設整備基金など）

一

195億6,419196億6,670

166億1,281
176億7,507 176億5,799

150億
160億
170億
180億
190億
200億
210億

H15 H1 6 H17 H18(見込) H19(見込)

（単位：万円）（平成16年度以前は合併前の旧4町、旧一部事務組合の合計）

合併振興基金に充てるため
合併特例債20億 7100万円
を借り入れ

グラフ② 般会計地方債残高の推移
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■地域活性化
　●ＪＲ姫新線高速化事業負担金　　　　　　 　6,361 万円
　●協働のまちづくり　　　　　　　　　　　　 2,993 万円
　　～地域づくり協議会の運営、自治会活動への支援～ 

■情報通信基盤整備
　●地上デジタル放送化への対応などで　　 
　　光ファイバー網を敷設　　　　　　　　 8 億 2,734 万円
■少子化・子育て      
　●乳幼児らの医療費助成を、町独自に　　　 　4,250 万円
　　小学６年生まで拡充     
　●佐用保育園改築に向けた基本計画づくり　　　450 万円
　●妊婦健康診査費助成を前期・後期ともに実施　　　393 万円
　●特定不妊治療費助成を、町独自で上乗せ支給               30 万円
　●保育園（12 園）の管理・運営　　　　    5 億 4,763 万円

■健康・福祉      
　●外出支援サービス（さよさよサービス）　   　3,724 万円
　●後期高齢者医療制度の準備経費　　　　　     3,487 万円
　●町ぐるみ健診の実施　　　　　　　　　   　  4,249 万円
　●障害者支援費　　　　　　　　　　　     2 億 7,253 万円

■産業・建設      
　●獣害防止柵など設置に対する補助　　　　　　418 万円
　●県営ため池改修事業　　　　　　　　　 　　1,869 万円
　●中山間総合整備事業　　　　　　　　　 1 億 5,219 万円
　　（用水路整備、獣害防止柵、農道舗装）   
　●山村振興対策事業（獣害防止柵など）   　　　5,215 万円
　●地籍調査　　　　　　　　　　　　　 　1 億 4,756 万円
　●風倒木等の被害対策に対する補助　　 　1 億 6,756 万円
　●林道三日月本郷線の開設　　　　　　 　　　6,029 万円
　●町道の維持管理と新設改良　　　　　　 4 億 2,938 万円
　●円応寺橋架け替え実施設計　　　　　 　　　1,870 万円

■消防・防災      
　●水槽付き消防ポンプ自動車購入（消防署）   　4,935 万円
　●ひょうご防災ネット加入　　　　　　　  　　　88 万円

■教育      
　●スクールアシスタントの配置　　　　　　　　386 万円
　　（多動性障害児などの支援員）    
　●上月小学校体育館改築　　　　　　　 　2 億 5,700 万円
　●上月小学校校舎耐震補強　　　　　　 　　　3,000 万円
　●小中学校全教員にパソコン 1 台配備　　　　　561 万円
　●小学校（10 校）の管理・運営（教員の人件費除く）     2 億 2,776 万円
　●中学校（  4 校）の管理・運営（教員の人件費除く）     1 億　951 万円
　●学校給食（3 校）・給食センター（3 施設）の運営  1 億 2,421 万円
　●図書館の管理・運営（人件費除く）　　   　　1,248 万円
　●放課後子ども教室の実施　　　　　　　　　　175 万円
　●高年大学４教室の運営　　　　　　　　　　　473 万円

■水道事業      
　●旧４町の浄水施設を集中管理するシステム整備              9,764 万円

■下水道事業      
　●佐用地域の雨水対策事業　　　　　　　 　　7,560 万円

◆平成 19 年度　佐用町会計別予算額
会　計　区　分 本年度 ( 万円 ) 伸率 (％ )

一般会計 127 億    745 △ 6.7

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 21 億 1,540 15.2
老人保健特別会計 34 億 4,326 0.0
介護保険特別会計（事業勘定） 16 億 6,126 0.2
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 839 △ 9.4
朝霧園特別会計 1 億 2,858 △ 2.5
簡易水道事業特別会計 7 億 5,564 20.4
特定環境保全公共下水道事業特別会計 10 億 7,016 △ 5.0
生活排水処理事業特別会計 3 億 9,766 △ 2.5
西はりま天文台公園特別会計 2 億 1,745 2.4
笹ケ丘荘特別会計 1 億 2,032 △ 3.0
歯科保健特別会計 3,019 △ 3.7
宅地造成事業特別会計 3,066 299.2
農業共済事業特別会計 1 億    350 △ 8.3
石井財産区特別会計 388 2.1

特別会計合計 100 億 8,635 3.6

水道事業企業会計 収入 2 億 1,454 43.3
支出 3 億 3,999 32.6

一般・特別・企業会計　総額 231 億 3,379 △ 2.0

◆歳入の主な用語の解説
地方税
　町民税（個人、法人）、固定資産税、軽自動車税など、
　住民のみなさんに納めていただく税金です。
地方譲与税等
　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式
　譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場
　利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交
　付金、交通安全対策特別交付金の合計です。
地方交付税
　町の財政力に応じて国から交付されるお金です。
国庫支出金
　事務・事業に対して国から交付されるお金です。
県支出金
　事務・事業に対して県から交付されるお金です。
地方債
　大きな事業をするときに借りるお金です。
繰入金
　積立金の取崩し金や他の会計から繰り入れるお金です。
その他
　分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入、諸収入などです。

平成 19 年度　主な事業 



�

2007/ ４月号

【
人
事
異
動
】（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
な
ど
）

★
課
長

◆
総
務
課
長　

達
見
一
夫
（
健
康
課
長
）
◆

税
務
課
長　

上
谷
正
俊
（
昇
任
）
◆
福
祉
課

付
課
長
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
局
長
）　

清
水

好
一
（
地
籍
調
査
課
長
）
◆
健
康
課
長　

井

村　

均
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
◆
地
籍
調

査
課
長　

船
曳
利
勝
（
昇
任
）
◆
農
業
共
済

課
長　

田
村
章
憲
（
住
宅
管
理
課
長
）
◆
生

涯
学
習
課
長　

福
井　

泉
（
町
社
会
福
祉
協

議
会
局
長
）
◆
佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

　

城
内
哲
久
（
農
業
共
済
課
長
）
◆
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長　

岸
井
春
乗
（
生
涯
学
習

課
長
）
◆
教
委
総
務
課
長　

坪
内
頼
男
（
教

委
教
育
推
進
課
長
）
◆
教
委
（
出
向
）
教
育

推
進
課
長　

岡
本　

正
（
久
崎
小
学
校
教
頭
）

★
参
事

◆
総
務
課　

長
尾
富
夫
（
財
政
課
）
◆
税
務

課　

茅
原　

武
（
総
務
課
）
◆
福
祉
課　

塚

崎
康
則
（
三
日
月
支
所
総
合
窓
口
課
）
◆
福

祉
課
付
施
設
長
（
佐
用
朝
霧
園
）　

湯
浅
政

巳
（
福
祉
課
）
◆
地
籍
調
査
課　

春
名　

満

（
南
光
支
所
総
合
窓
口
課
）
◆
生
涯
学
習
課

（
上
月
体
育
館
）　

田
邊
弘
文（
教
委
総
務
課
）

◆
教
委
（
出
向
）
教
育
推
進
課　

小
笹
和
則

（
出
納
室
）

★
副
課
長

◆
財
政
課　

小
西
國
彦
（
南
光
支
所
総
合
窓

口
課
付
三
河
出
張
所
）
◆
財
政
課　

藤
田
裕

子
（
福
祉
課
）
◆
住
民
課　

小
野
功
記
（
南

光
支
所
地
域
振
興
課
）
◆
福
祉
課　

岡
本
隆

文
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
◆
農
林
振
興
課　

藤
本
哲
徳
（
消
防
署
副
署
長
）
◆
商
工
観
光

課　

平
井
隆
樹
（
財
政
課
）
◆
地
籍
調
査
課

　

吉
井
正
志
（
税
務
課
）
◆
農
業
共
済
課　

横
山
哲
也
（
商
工
観
光
課
）
◆
水
道
課　

岡

田
義
一
（
福
祉
課
付
施
設
長
け
ん
こ
う
の
里

三
日
月
）
◆
生
涯
学
習
課
（
上
月
体
育
館
）

　

伊
東
静
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
◆
南
光

支
所　

春
名
し
づ
子
（
福
祉
課
付
施
設
長
佐

用
朝
霧
園
）
◆
南
光
支
所
総
合
窓
口
課
付
三

河
出
張
所　

上
谷
和
之
（
農
林
振
興
課
）

★
主
幹

◆
総
務
課　

尾
崎
文
昭
（
昇
任
）
◆
税
務
課

　

高
見
卓
男
（
農
業
共
済
課
）
◆
住
民
課　

梶
生
隆
弘
（
上
月
支
所
総
合
窓
口
課
）
◆
福

祉
課　

森
下　

守
（
昇
任
）
◆
福
祉
課
付
施

設
長
（
け
ん
こ
う
の
里
三
日
月
）　

廣
岡
武

治
（
住
宅
管
理
課
）
◆
健
康
課　

浅
海
優
子

（
昇
任
）
◆
地
籍
調
査
課　

藤
元
幹
憲
（
水

道
課
）
◆
建
設
課　

和
田
昇
子
（
住
宅
管
理

課
）
◆
水
道
課　

森
田
善
章
（
昇
任
）
◆
生

涯
学
習
課　

谷
口
俊
廣
（
昇
任
）
◆
南
光
支

所　

内
山　

昇（
健
康
課
南
光
地
域
事
務
所
）

◆
三
日
月
支
所　

舟
引
通
健
（
教
委
教
育
推

進
課
）

★
課
長
補
佐

◆
ま
ち
づ
く
り
課　

中
石
嘉
勝
（
福
祉
課
）

◆
ま
ち
づ
く
り
課
付
播
磨
高
原
広
域
事
務
組

合
（
派
遣
）　

福
岡
康
浩
（
住
民
課
）
◆
住

民
課　

服
部
吉
純
（
三
日
月
支
所
総
合
窓
口

課
）
◆
福
祉
課　

山
田
裕
彦
（
財
政
課
）
◆

佐
用
朝
霧
園　

福
地
文
月
（
昇
任
）
◆
健
康

課　

竹
内
秀
夫
（
ま
ち
づ
く
り
課
）
◆
農
林

振
興
課　

船
曳
洋
示
（
建
設
課
）
◆
農
林
振

興
課　

重
崎
勇
人
（
三
日
月
支
所
総
合
窓
口

課
）
◆
商
工
観
光
課　

大
永
克
司
（
天
文
台

公
園
）
◆
商
工
観
光
課
付
笹
ケ
丘
荘
課
長
補

佐
兼
支
配
人　

横
山
雅
典
（
昇
任
）
◆
建
設

課　

則
定
一
隆
（
農
林
振
興
課
）
◆
建
設
課

　

長
峰
忠
夫
（
住
宅
管
理
課
）
◆
建
設
課　

阿
山
安
秀
（
住
宅
管
理
課
）
◆
下
水
道
課　

坂
上
晴
幸
（
議
会
事
務
局
）
◆
生
涯
学
習
課

（
町
民
プ
ー
ル
施
設
長
）　

岡
野
章
彦
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
付
町
民
プ
ー
ル
施
設
長
）
◆
生
涯
学
習
課

（
上
月
体
育
館
）　

服
部
憲
靖
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
）
◆
天
文
台
公
園　

笹
江
正
樹
（
商
工

観
光
課
）
◆
上
月
支
所
総
合
窓
口
課　

内
海

理
恵
（
昇
任
）
◆
会
計
課　

桑
田
淑
恵
（
出

納
室
）
◆
会
計
課　

古
市
宏
和
（
出
納
室
）

★
係
長

◆
総
務
課　

仲
村　

歩（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

◆
福
祉
課　

間
嶋
節
夫
（
健
康
課
）
◆
福
祉

課　

藤
本
武
司
（
昇
任
）
◆
下
水
道
課　

堀

口
文
彦
（
昇
任
）
◆
生
涯
学
習
課　

森
田
和

樹
（
南
光
支
所
地
域
振
興
課
）
◆
生
涯
学
習
課

（
上
月
体
育
館
）　

鞍
田　

誠
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
）（
昇
任
）
◆
天
文
台
公
園
係
長　

鳴

澤
真
也
（
昇
任
）
◆
天
文
台
公
園
係
長　

坂

元　

誠
（
昇
任
）
◆
上
月
支
所　

東
口
和
弘

（
住
民
課
）
◆
南
光
支
所　

山
崎
二
郎
（
健
康

課
）
◆
会
計
課　

福
岡
真
一
郎
（
出
納
室
）

★
主
査

◆
総
務
課　

谷
本
美
沙
（
昇
任
）
◆
税
務
課

　

矢
部
博
子
（
総
務
課
）
◆
三
日
月
支
所　

福
田
知
一
（
生
涯
学
習
課
）

★
主
事

◆
総
務
課　

山
本
理
恵
（
税
務
課
）
◆
健
康

課　

西
田
暁
史
（
上
月
支
所
地
域
振
興
課
）

◆
健
康
課　

三
枝
弘
幸
（
総
務
課
）
◆
会
計

課　

加
藤
裕
輝
（
三
日
月
支
所
地
域
振
興
課
）

★
保
育
園

◆
長
谷
保
育
園
長
（
石
井
保
育
園
長
兼
務
）

　

廣
岡
絹
恵
（
上
月
保
育
園
）
◆
平
福
保
育

園
長　

吉
永
美
里
（
長
谷
保
育
園
）
◆
江
川

保
育
園
長　

土
井
つ
ゆ
子
（
中
安
保
育
園
）

◆
上
月
保
育
園
長　

岡
本
美
智
子
（
石
井
保

育
園
）
◆
中
安
保
育
園
長　

平
井
育
子
（
江

川
保
育
園
）
◆
三
日
月
保
育
園
長　

野
村
恵

子
（
平
福
保
育
園
）
◆
佐
用
保
育
園
主
幹　

大
西
恵
子
（
徳
久
保
育
園
）
◆
三
日
月
保
育

園
主
幹　

岡
本
け
い
子
（
佐
用
保
育
園
）
◆

長
谷
保
育
園
主
任
保
育
士　

平
井
智
美
（
昇

任
）
◆
石
井
保
育
園
主
任
保
育
士　

紙
本
須

美
子
（
幕
山
保
育
園
）
◆
徳
久
保
育
園
主
任

保
育
士　

竹
本
登
美
子
（
上
月
保
育
園
）
◆

平
福
保
育
園　

井
上
京
子
（
久
崎
保
育
園
）

◆
三
河
保
育
園　

新
田
美
樹
（
三
日
月
保
育

園
）
◆
佐
用
保
育
園
調
理
師　

山
本
喜
美
子

（
三
河
保
育
園
）
◆
平
福
保
育
園
調
理
師　

寺
本
佐
代
子
（
幕
山
保
育
園
）
◆
徳
久
保
育

園
調
理
師　

岡
崎
純
子
（
三
日
月
保
育
園
）

◆
三
日
月
保
育
園
調
理
師　

淡
路
と
み
子

（
徳
久
保
育
園
）

★
学
校

◆
佐
用
小
学
校
用
務
員　

谷
口
伊
佐
枝
（
久

崎
小
学
校
）
◆
久
崎
小
学
校
用
務
員　

西
坂

幸
江
（
幕
山
小
学
校
）
◆
徳
久
小
学
校
用
務

員　

名
田　

寿
（
上
津
中
学
校
）
◆
上
津
中

学
校
用
務
員　

大
西
み
は
る（
徳
久
小
学
校
）

◆
三
日
月
小
学
校
用
務
員　

細
川
民
子
（
三

日
月
中
学
校
）

★
消
防
署

◆
消
防
署
（
出
向
）
次
長　

敏
蔭
将
弘
（
住

民
課
参
事
）
◆
警
防
課
長　

堤　

敏
明
（
管

理
課
長
）
◆
救
急
救
助
課
長　

木
南
敏
之

（
警
防
課
長
）
◆
管
理
課
長　

新
田
伸
二
（
昇

任
）
◆
管
理
課
副
課
長　

青
木
一
道
（
警
防

課
）
◆
救
急
救
助
課
副
課
長　

山
本
敬
嗣
（
昇

任
）◆
警
防
課
長
補
佐　

谷
口
弘
幸（
管
理
課
）

◆
管
理
課
長
補
佐
兼
予
防
係
長　

船
引　

学

（
警
防
課
）
◆
警
防
課
長
補
佐　

大
林
光
生

（
昇
任
）
◆
管
理
課
長
補
佐
兼
危
険
物
係
長

　

樫
本
雅
之
（
昇
任
）
◆
救
急
救
助
課
長

補
佐　

井
上
善
雄
（
昇
任
）
◆
警
防
課
消
防

係
長　

船
引
升
晴
（
管
理
課
）
◆
救
急
救
助

課
救
急
係
長　

垣
谷
和
義
（
警
防
課
）
◆
救

急
救
助
課
救
助
係
長　

春
國
義
人
（
警
防
課
）

◆（
出
向
）管
理
課
庶
務
係
長　

垣
谷
吉
彦（
下

水
道
課
係
長
）
◆
警
防
課
消
防
係
長　

岡
下

泰
典
（
昇
任
）
◆
救
急
救
助
課
救
急
係
主
査

　

西
川　

聡
（
警
防
課
）
◆
救
急
救
助
課
救

助
係
主
査　

船
曳    

学
（
警
防
課
）
◆
救
急

救
助
課
救
急
係
主
査　

松
井　

誠（
警
防
課
）

◆
救
急
救
助
課
救
急
係
主
任　

城
内
祥
吾
（
警

防
課
）
◆
救
急
救
助
課
救
助
係
主
任　

野
村

尚
史
（
警
防
課
）
◆
救
急
救
助
課
救
急
係
主

任　

小
林
大
作
（
昇
任
）
◆
救
急
救
助
課
救

助
係　

留
田
剛
志
（
警
防
課
）
◆
管
理
課
予

防
係　

中
村
俊
治
（
昇
任
）
◆
警
防
課
消
防

係　

太
田
康
弘
（
昇
任
）
◆
救
急
救
助
課
救

急
係　

釜
谷
賢
治
（
警
防
課
）
◆
救
急
救
助

課
救
急
係　

高
見
和
雅
（
警
防
課
）
◆
警
防

課
消
防
係　

塩
﨑
士
郎
（
警
防
課
）
◆
警
防

課
消
防
係　

竹
内
貴
紀
（
昇
任
）

★
退
職
（
平
成
19
年
３
月
31
日
付
）

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◆
小
林
隆
俊
（
総
務
課
長
）
◆
大
橋
正
毅
（
税

務
課
長
）
◆
森
脇
正
洋
（
佐
用
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
所
長
）
◆
山
口　

清
（
教
委
総
務
課

長
）
◆
野
村
智
里
（
三
日
月
保
育
園
長
）
◆

カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ケ
リ
ー
（
生
涯
学

習
課
係
長
）
◆
澤
田
あ
す
か
（
三
河
保
育
園
主
任

保
育
士
）

（
正
規
職
員
の
み
掲
載
。係
名
は
省
略
。教
委
：

教
育
委
員
会
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
助
役
を
副
町
長
に
、
収
入
役
（
特
別
職
）
を
廃
止

し
会
計
管
理
者
（
一
般
職
）
に
、
出
納
室
を
会
計
課
に
、
消
防
署
に
救

急
救
助
課
を
新
設
す
る
な
ど
役
場
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

４
月
１
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

【
機
構
改
革
の
概
要
】

■
新
設

　

◆
副
町
長
（
助
役
）

　

◆
会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
兼
職
）

　

◆
救
急
救
助
課
（
消
防
署
内
）

■
名
称
変
更

　

◆
出
納
室
を
会
計
課

■
廃
止
・
統
合

　

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
廃
止

　

し
、
生
涯
学
習
課
に
統
合

　

◆
住
宅
管
理
課
を
廃
止
し
、

　

建
設
課
に
統
合

役
場
組
織
の
一
部
を
改
革
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町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
計
画
を
公
表　

　平成 19 年度佐用町職員の給与費及び定員管理計画の概要を、一般会計予算書から公表します。
金額は全て税金や保険料を差し引きする前の額です。

１．特別職

２．一般職

１　職員給与

区　　分 職員数
（人）

給　　　与　　　費 共済費
（千円）

合計
（千円）報酬

（千円）
給料

（千円）
期末手当
（千円）

地域手当
（千円）

その他手当
（千円）

計
（千円）

19 年度

長　　等 3 －　 23,280 9,390 ―　 151 32,821 11,449 44,270
議　　員 22 62,220 ―　 25,096 ―　 ―　 87,316 10,393 97,709
その他特別職 2,447 128,305 ―　 ―　 ―　 ―　 128,305 ―　 128,305

計 2,472 190,525 23,280 34,486 ―　 151 248,442 21,842 270,284

18 年度

長　　等 4 ―　 32,388 13,064 ―　 174 45,626 15,585 61,211
議　　員 54 69,527 ―　 25,096 ―　 ―　 94,623 8,461 103,084
その他特別職 2,446 130,322 ―　 ―　 ―　 ―　 130,322 ―　 130,322

計 2,504 199,849 32,388 38,160 ―　 174 270,571 24,046 294,617

比較

長　等　 △ 1 ―　 △ 9,108 △ 3,674 ―　 △ 23 △ 12,805 △ 4,136 △ 16,941
議　　員 △ 32 △ 7,307 ―　 0 ―　 ―　 △ 7,307 1,932 △ 5,375
その他特別職 1 △ 2,017 ―　 ―　 ―　 ―　 △ 2,017 ―　 △ 2,017

計 △ 32 △ 9,324 △ 9,108 △ 3,674 ―　 △ 23 △ 22,129 △ 2,204 △ 24,333
※報酬月額の内訳

長　等 報酬額 議　員 報酬額
町　　長 730,000 円 議　長 332,000 円
副  町  長 628,000 円 副議長 249,000 円
教  育  長 582,000 円 議　員 228,000 円

　（１）総　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 職員数
（人）

給　　　与　　　費 共済費 合計給料 職員手当 計
19 年度 339 1,436,136 798,763 2,234,899 558,889 2,793,788
18 年度 350 1,482,505 936,909 2,419,414 553,296 2,972,710
比　較 △ 11 △ 46,369 △ 138,146 △ 184,515 5,593 △ 178,922

職員手当の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 扶養 
手当

地域 
手当

期末 
手当

勤勉 
手当

通勤 
手当

住居 
手当

管理職
手当

特殊勤
務手当

時間外勤務 
手当

宿日直
手当

児童 
手当

保育士
手当

派遣 
手当

19 年度 52,224 0 395,706 191,265 24,405 13,635 43,332 5,760 55,466 2,469 10,680 900 2,921
18 年度 54,526 79,169 428,874 206,870 24,183 13,879 46,112 5,896 63,578 2,448 7,400 867 3,107
比  較 △ 2,302 △ 79,169 △ 33,168 △ 15,605 222 △ 244 △ 2,780 △ 136 △ 8,112 21 3,280 33 △ 186

　（２）給料及び職員手当の状況

　　ア）職員１人当たりの給与
区　　　　　　　　　分 一般行政職 消　防　職 技能労務職

平成１9 年４月１日　現在
平均給料月額（円） 360,254 335,615 314,526 
平均給与月額（円） 404,732 410,254 358,027 
平均年齢　　（歳） 44 歳 10 カ月 40 歳 9 カ月 48 歳 2 カ月

平成１８年４月１日　現在
平均給料月額（円） 363,234 331,249 316,681 
平均給与月額（円） 423,172 420,829 372,333 
平均年齢　　（歳） 44 歳１カ月 39 歳７カ月 47 歳７カ月
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2007/ ４月号

①平成 17 年度～平成 27 年度における定員管理の数値目標

①期末勤勉手当
（３）諸手当（平成 18 年度）

②毎月の手当    
　ア）地域手当　給料月額の３％（※ H19.4.1 以降支給なし）
　イ）扶養手当　配偶者 13,000 円、その他２人まで 6,000 円、３人目以降 5,000 円
　　　　　　　　（※ H19.4.1 から 3 人目以降 6,000 円）
　ウ）住居手当　持家 3,500 円、借家は 27,000 円を上限に家賃に応じて支給
　エ）通勤手当　自動車通勤者は、１㎞以上 1,000 円から 26,700 円の範囲で支給
③主な特殊勤務手当    
　ア）保育士手当　保育園に勤務する保育士に月額 3,000 円
　イ）出動手当　　消防職員が緊急出動した場合、1 回 380 円～ 510 円（※ H19.4.1 から 300 円）
　ウ）当務手当　　消防職員が夜間当務した場合、1 回 650 円（※ H19.4.1 から 300 円）
　エ）し尿等処理作業手当
　　　　　　　　　クリーンセンター所属の環境整備員に対し、月額 8,500 円。※ H19.4.1 から 1 日 300 円）
　　　    

２．年齢別職員構成の状況（平成 19 年 � 月 1 日現在）

区　分 20 歳
未満

20 歳
～

23 歳

24 歳
～

27 歳

28 歳
～

31 歳

32 歳
～

35 歳

36 歳
～

39 歳

40 歳
～

43 歳

44 歳
～

47 歳

48 歳
～

51 歳

52 歳
～

55 歳

56 歳
～

59 歳

60 歳
～

以上
計

職員数（人） 0 1 6 38 50 42 31 55 75 62 44 0 404
構成比 0.0% 0.2% 1.5% 9.4% 12.4% 10.4% 7.7% 13.6% 18.6% 15.3% 10.9% 0.0% 100%

２　定員管理計画

支給月 期末手当 勤勉手当 合　　計
６月期　 １. ４０月　 ０．７２５月　 ２．１２５月　

１２月期　 １. ６０月　 ０．７２５月　 ２．３２５月　

平成 17 年度 合併時 10 月 1 日 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 22 年度 平成 27 年度 純減数 純減率
418 人 414 人 414 人 404 人 380 人 338 人 80 人 19.1％

１．定員管理の数値目標（各年 � 月 1 日現在）

　　イ）初任給　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　分 行政職 消防職 技能労務職（1 級） 国　　　の　　　制　　　度
行政職（一） 公安職（二） 行政職（二）技能職員

中　　　卒 　127,700 　　127,700 
高　　　卒 　138,400   　149,700 　140,300 　138,400 　149,700 　　135,600 
短　大　卒 　148,000 　163,700 　148,000 　163,700 
大　　　卒 　159,700 　179,400 　159,700 　179,400 

※職員数には、派遣職員を含みます。
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■
65
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
障

害
者
の
か
た
が
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
町
へ

申
請
し
、
助
成
券
、
利
用
券
や
回

数
券
を
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
回
数
券
も
乗

車
前
に
あ
ら
か
じ
め
ご
購
入
く
だ

さ
い
。

■
券
購
入
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

・
さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
利
用
券

・
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券

　
　
　

福
祉
課
☎
82
・
０
６
６
１

　
　
　

各
支
所
総
合
窓
口
課

・
路
線
バ
ス
回
数
券

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

　
　
　

各
支
所
総
合
窓
口
課

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
な
ど
の
外
出
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
外
出
機
会
を
応
援
し
、
通
院
や
買
い
物
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
通
院
等

送
迎
サ
ー
ビ
ス
（
愛
称
：
さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
）」、「
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業
」
と
「
路
線
バ
ス
利
用
助
成
事
業
（
年
齢
制
限
な
し
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
利
用
券
、
助
成
券
、
路
線
バ
ス
利
用
助
成
回
数
券
を
事
前
に
購
入
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用できる日 対　　　象　　　地　　　域

月曜日
水曜日
金曜日

　・旧佐用町全域のかた

　・旧上月町の一部地域のかた 
　　（福吉・本郷・大垣内・皆田・南中山・来見・田和・
　　才金・金子・桜山・金屋・力万・須安・宇根）

火曜日
木曜日
土曜日

　・旧南光町全域、旧三日月町全域のかた

　・旧上月町の一部地域のかた 
　　（西大畠・小日山・目高・寄延・上上月・中上月・
　　下上月・仁位・早瀬・家内・久崎・櫛田・円光寺・
　　下秋里・上秋里・西新宿・大日山・小赤松・大酒）

日曜日
祝祭日 　運行しません

ご利用の手順

　利用券購入
１冊（１０枚綴）
　３，０００円

① ②　  電話予約をする
　月曜日～金曜日
　　（8：30 ～ 15：00）
　利用する日の前日までに☎８２- ３

さ よ さ よ

４３４へ

○月×日
△時ごろ
□□□まで

★１乗車３００円です。
★事前に決まっている外出は、さよさよサービスのご利用が割安です。
★利用範囲は佐用町内のみに限ります。
★土曜日、日曜日、祝祭日は予約の受付はできません。

さよさよサービス

■「通院等送迎サービス事業」（愛称：さよさよサービス）
　　前日の予約状況に応じて、当日の運行ルートが毎日変動する乗合車両
　を運行します。町内なら距離に関係なく１回３００円で乗車できます。
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2007/ ４月号

　助成券購入
１冊（１２枚綴）
　１，０００円

① ②
タクシーを呼ぶ
乗車するときに助成券を提示

ご利用の手順

★タクシー１台に必要な助成券
　は１枚です。
　みんなで利用して費用を分担
　すれば割安です。
★佐用町内すべてのタクシー事
　業者で利用できます。

　本来のタクシー運賃   助成券利用時のタクシー運賃

　2,000 円以下の場合 　半額
　2,001 円～ 3,000 円の場合 　一律 1,000 円
　3,001 円以上の場合 　2,000 円を差引いた額

□助成券購入時の負担とは別に、下記の運賃の負担が必要です

■「タクシー運賃助成事業」
　　タクシー運賃が割引される助成券を町で販売しています。
　　助成額は、下記の運賃表をご覧ください。

　　　　

　回数券購入
　１冊
　１，０００円
　（６５歳以上）

①

ご利用の手順

②
バスに乗る

③
降りるときに、回数券で運
賃を払う

★次の区間の路線バスで
　あれば町外への外出に
　も利用できます。
　－通用区間－
　　　上郡―佐用線
　　　佐用―中山線
　　　佐用―船越線
　　　山崎―千種線

路線バス回数券

■「路線バス利用助成事業」（年齢制限なし）
　　路線バスを利用する場合の乗車回数券３，３００円分を１，０００円で購入できるものです。
　　ひと月に３冊まで購入できます。
　　なお、今年度から外出支援事業（「通院等送迎サービス」、「タクシー運賃助成事業」）の対象とならない
　かたは、２，０００円となりますのでご注意ください。

タクシー運賃助成

③
運賃を払う
支払額は下記のとおり

※購入できる数は、年間に２冊までです。
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医
療
費
の
自
己
負
担
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
定
め
ら
れ
た

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分

は
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
（
健
康
保
険
適
用
外
の

費
用
（
食
事
代
・
差
額
ベ
ッ
ト

代
な
ど
）
は
、
高
額
療
養
費
の

支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
高
額
療
養
費
の
支
給
に

つ
い
て
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
、
70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し

た
と
き
、
病
院
で
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
と
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
ど
お
り
外
来

や
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

る
場
合
や
、
認
定
証
を
お
持
ち

で
な
い
か
た
は
、
申
請
し
て
後

日
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
申
請
は
、
役
場
住
民
課
お

よ
び
各
支
所
総
合
窓
口
課
、
三

河
出
張
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
認
定
証
の

交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

住
民
課
☎
82
・
０
６
６
０

　
　

国
保
加
入
者
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
受
け
る
と
、

　
　

入
院
時
の
支
払
い
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
大

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　

国
の
医
療
保
険
制
度
で
は
、
子

ど
も
の
医
療
費
の
個
人
負
担
額
は

３
割
（
３
歳
未
満
は
２
割
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
と
県
内
の

自
治
体
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
を

守
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
、従
来
か
ら
就
学
前（
小

学
校
へ
入
学
す
る
前
）
の
乳
幼
児

に
つ
い
て
、
別
表
１
の
と
お
り
医

療
費
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

佐
用
町
で
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
対

象
を
拡
大

　

従
来
就
学
前
（
小
学
校
へ
入
学

す
る
前
）
ま
で
で
あ
っ
た
対
象
者

を
、
兵
庫
県
は
４
月
１
日
か
ら
小

学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し

た
。
佐
用
町
で
は
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
た
だ
し
、

扶
養
義
務
者
に
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来

医
療
費
の
３
割
を
負
担
し
て
い
た

小
学
生
に
つ
い
て
は
、
別
表
１
の

一
部
負
担
金
の
み
で
診
療
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
既
に
該
当
の
か
た
に

は
直
接
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
が
、
手
続
き
が
ま
だ
の
か
た

は
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
（
認
印
・
お
子
様
の
健
康
保
険

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

一
部
負
担
金
の
無
料
化
は
就
学
前

（
小
学
校
へ
入
学
す
る
前
）
ま
で

　

佐
用
町
で
は
従
来
か
ら
、
兵
庫

県
の
制
度
に
加
え
て
、
い
っ
た
ん

窓
口
で
支
払
わ
れ
た
一
部
負
担
金

に
つ
い
て
も
、
償
還
払
い
（
後
日

役
場
に
請
求
し
て
支
給
を
受
け
る

こ
と
）
で
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
乳
幼
児
等
医
療
費
助

成
制
度
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

大
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
学
生
に
つ

い
て
は
一
部
負
担
金
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
償
還
払
い
の
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
負
担
金
の
償

還
払
い
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
就
学
前
（
小
学
校
入
学
前
）
の

受
給
者
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

て
も
、
入
学
す
る
前
に
受
診
さ
れ

た
医
療
費
に
つ
い
て
は
助
成
し
ま

す
の
で
、
償
還
払
い
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課
☎
82
・
０
６
６
１

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大

た
だ
し
、
一
部
負
担
金
の
無
料
化
は
就
学
前
（
小
学
校
へ
入
学
前
）
ま
で

　別表１

負　担　区　分
一　部　負　担　金

外　　来 
（１医療機関等ごと）

入　　　院
（１医療機関等ごと）

① 一 般 の か た 
（②以外のかた）

１日７００円限度
（月２回まで）

１割負担
（２，８００円まで） 連続して３カ月入

院した場合、４カ
月目以降、負担は
ありません。

②町民税非課税世
帯に属するかたで
所得が一定基準に
満たないかた

１日５００円限度
（月２回まで）

１割負担
（２，０００円まで）

※保険適用外の費用（薬の容器代・食事代・差額ベッド代等）は、支給の対象に
　はなりません。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
で

   

入
院
時
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

医 

療 

機 

関 

役
場
住
民
課
ほ
か 

国
民
健
康
保
険 

国
民
健
康
保
険 

被 

保 

険 

者 

「限度額適用認定

証」の交付申請 

「限度額適用認

定証」を交付 

「限度額適用認定証」を提示すると限度額までの支払い 

限度額を超え

る分を支払い 
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特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成

（
兵
庫
県
の
制
度
）

■
対
象　

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お

　

よ
び
顕
微
授
精
）
を
受
け
た
県

　

内
在
住
の
法
律
上
の
夫
婦　
　

　
（
※
所
得
要
件
あ
り
）

■
助
成
額

　

治
療
１
回
あ
た
り
10
万
円
上

限
、年
２
回
ま
で
（
５
年
間
支
給
）

■
申
請
期
限

　

治
療
を
終
了
し
て
か
ら
３
カ
月
以
内

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

佐
用
健
康
福
祉
事
務
所
（
保
健
所
）

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
６
２
１

　

県
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
か
た

は
町
の
助
成
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
佐
用
町
の
制
度
）

　

町
で
は
、平
成
19
年
４
月
か
ら
、

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
「
町
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
か
た
の

経
済
的
支
援
を
図
り
ま
す
。

■
対
象

　

兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
を
利
用
し
た
佐
用
町
に
住
所

を
有
す
る
夫
婦
で
、
町
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
か
た
な
ど

　
　
　
　
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
助
成
額

　

１
年
度
10
万
円
を
上
限
と
し
県

の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
（
１
年

度
と
は
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31

日
ま
で
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
課
保
健
指
導
係

　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

　

昨
年
の
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
妊
婦
健
康
診
査
事
業
が
、
前
期

と
後
期
の
２
回
、
公
費
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
健
康
で
丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
４
月
１
日
か
ら
妊
婦
さ
ん
に

は
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際
に

次
の
受
診
票
２
枚
を
お
渡
し
し
ま

す
。

・
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券

　
　
　
（
前
期
・
後
期
分
２
枚
）

　

こ
の
受
診
票
を
持
参
す
る
と
、

受
診
票
の
検
査
項
目
に
関
し
て
無

料
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時

に
説
明
し
ま
す
。

（
利
用
方
法
）

■
対
象　

　

町
内
在
住
の
妊
婦

　
　
　
　
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
病
院　

　

兵
庫
県
内
外
の
医
療
機
関

　
　
　

(

婦
人
科
・
産
科
医
院)

■
内
容

　

診
察
、
尿
、
血
液
・
超
音
波
検
査
、

血
圧
測
定
な
ど
標
準
的
な
健
査
項
目

　
（
１
回
１
５
、０
０
０
円
限
度
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
保
健
指
導
係

　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

　
　
　

兵
庫
県
と
佐
用
町
で
は
、
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

妊
婦
健
診
無
料
受
診
券
交
付
事
業
を
拡
充

　
　
　
　

４
月
か
ら
妊
婦
健
診
が
１
年
に
２
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す

　

３
月
16
日
に
第
４
回
佐
用
町

保
健
対
策
推
進
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
７
月
に

健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
集
計
結
果
に
基
づ

く
「
健
康
さ
よ
う
21
計
画
」
の

策
定
や
、
合
併
後
の
佐
用
町
の

健
康
、
医
療
、
福
祉
を
取
り
巻

く
大
き
な
動
き
な
ど
も
協
議
を

重
ね
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　

佐
用
町
の
高
齢
化
に
伴
う「
医

療
費
の
適
正
化
」
で
は
、
医
療

機
関
で
の
正
し
い
診
療
の
か
か

り
方
や
、
８
０
２
０
運
動
発
祥

地
か
ら
の
「
８
０
２
０
だ
よ
り
」

な
ど
の
情
報
の
発
信
、
お
よ
び

身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
で
の
健
康
づ

く
り
運
動
の
普
及
に
つ
い
て
、

各
委
員
が
熱
心
に
意
見
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
特
に
、「
健
康
さ
よ
う

21
計
画
」
策
定
の
最
終
段
階
に

入
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
計

画
策
定
に
つ
い
て
の
検
討
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
講
演
会
や
町
民

の
健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

も
、
合
併
し
て
範
囲
が
広
く

な
っ
た
新
町
の
多
く
の
か
た
の

意
見
を
集
約
す
る
場
と
し
て
、

今
後
も
協
議
を
続
け
、
町
民
の

健
康
増
進
の
向
上
に
努
め
ま

す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

健
康
課
☎
87
・
８
０
２
０

　
　

第
４
回
佐
用
町
保
健
対
策
推
進
協
議
会
を
開
催

「
健
康
さ
よ
う
21
計
画
」
策
定
に
向
け
て

　熱心に意見が交わされました
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【今回の収集の対象は】
　一辺が 60㎝を超えたり、重さ 10㎏を
超える燃えない大型ごみが対象です。

【ごみの出し方】
　１点につき「町指定シール」２枚を貼っ
て、指定の収集日の午前中に、集積場所
へ出してください（収集は午後に行います）。
－ご注意－
　今回の収集は、燃えるごみ（木製品・
プラスチック製品・電気カーペットなど）
は対象外となりますので、佐用クリーン
センターへ直接持ち込んでください。

■お問い合わせ
　　佐用クリーンセンター
　　　　　　　　　☎８２- ０２９３

石油ストーブ・ファンヒーター、ガスコン
ロ、自転車、三輪車、ベビーカー、金属製
の机・椅子・ベット、スプリング入りマッ
トレス、物干し台など
電子レンジ、こたつ、ステレオなどの家電
品 ( ※特定家電製品・パソコンは不可）

不燃粗大ごみ
を収集します

月　日 曜日 対　　象　　集　　落

佐
用
地
域

４月

17 日 火 上町・円応寺・大願寺・五反田
18 日 水 中町・川原町・新町・栄町・駅前
19 日 木 延吉・平福 ( 北新町・上町・中町・下町・南新町 )
20 日 金 秀谷・山平・大坪・吉福・山脇・真盛・柴谷
23 日 月 口長谷・宗行・奥長谷
24 日 火 豊福・仁方・甲大木谷・乙大木谷・淀
25 日 水 横坂・口金近・奥金近
26 日 木 水根・青木・上石井・若洲・奥海・峠・中土居・大船・中ノ原
27 日 金 山田・西山・山王・上長尾・下長尾
30 日 月 本位田甲・本位田乙・福沢・西河内

５月 1 日 火 平谷・末包・東中山・大畠
2 日 水 庵・海内・桑野

上
月
地
域

５月

3 日 木 大垣内・皆田・南中山・来見・田和・才金・金子・桜山
4 日 金 樫ケ渕・越田和・判官・稗田・久木原
7 日 月 福吉・本郷・金屋・力万・須安・宇根
8 日 火 目高・寄延・中上月・下上月・仁位
9 日 水 家内・久崎・小赤松・大酒

10 日 木 小日山・円光寺・下秋里・上秋里・西新宿・大日山
11 日 金 上上月・早瀬 1・早瀬 2
14 日 月 櫛田

南
光
地
域

５月

15 日 火 下徳久上・下徳久下
16 日 水 林崎・東徳久
17 日 木 中三河・上三河・河崎・船越
18 日 金 多賀・中島・米田・ 安川・小山・土井・宝蔵寺
22 日 火 西徳久・平松・漆野・西下野・下三河

三
日
月
地
域

５月

23 日 水 茶屋上・茶屋下・田此
24 日 木 三日月上・三日月下・湯小・中村・仁増・鎌倉・大内谷・添谷
25 日 金 乃井野・西市
28 日 月 新宿・島脇・久保
30 日 水 真宗・志文・春哉・徳平
31 日 木 広山・弦谷・三原・三ツ尾・東大畑・西大畑

■不燃粗大ごみ収集日程表

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
、
普
通
自
動
車
に
つ

い
て
税
の
減
免
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
害
者
一
人
に
つ

き
、
軽
自
動
車
、
ま
た
は
普
通

自
動
車
の
ど
ち
ら
か
１
台
に
限

り
ま
す
。

■
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車

　

※
障
害
者
の
か
た
、
ま
た
は

そ
の
か
た
と
生
計
を
一
に
す
る

か
た
が
取
得
、
ま
た
は
所
有
す

る
自
動
車
で
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の

障
害
者
の
か
た
の
た
め
に
継
続

的
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
。

《
軽
自
動
車
の
場
合
》

■
申
請
場
所

　

税
務
課
ま
た
は
各
支
所

■
申
請
締
切

　
　

５
月
25
日
（
金
）

※
ご
注
意

　

納
期
限
後
に
申
請
さ
れ
て
も

減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
か
ん
、

　

運
転
免
許
証
、
車
検
証　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

《
普
通
自
動
車
の
場
合
》

■
申
請
場
所

　

上
郡
県
税
事
務
所

■
申
請
締
切

　

４
月
１
日
か
ら
納
期
限
ま
で

（
納
期
限
後
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
減
免
事
由
に

該
当
す
る
か
た
は
、
該
当
年
度

２
月
末
ま
で
）

■
必
要
書
類

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
か
ん
、

　

生
計
同
一
証
明
書
（
必
要
な

　

か
た
の
み
役
場
福
祉
課
へ
）、

　

運
転
免
許
証
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
郡
県
税
事
務
所

   

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
８
５

　
　

身
障
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は

　
　
　
　
　
　
　

軽
自
動
車
、
普
通
自
動
車
税
の
減
免
が
で
き
ま
す

  

軽
自
動
車
な
ど
の
減
免
申
請
は
５
月
25
日
ま
で
に
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■次の家庭ごみは、直接佐用クリーンセンターへ持ち込んでの処理ができます

祝　　祭　　日

４月 ５月
27 日

金
28 日

土
29 日

日
昭和の日

30 日
月

振休

１日
火

２日
水

３日
木

憲法記念日

４日
金

みどりの日

５日
土

こどもの日

６日
日

７日
月

ごみの収集 ○ なし なし ○ ○ ○ ○ ○ なし なし ○
直接搬入■受付 
午前 9 時～午後 4 時 30 分

燃えるごみ　　月～金 ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○
燃えないごみ　月～土 ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○

　種類 
受付曜日

持込の際には次とおりにあらかじめ分別してください。
持込可能かどうか不明の廃棄物については、事前にご相談下さい。

燃える
ごみ
 
月～金

燃えるごみ 炊事ごみ・紙くず・ペットボトル
など

燃えな
いごみ 
 
月～土

缶・ビン 空き缶・空きビン

燃えるごみ粗大
木製家具・プラスチック製品・た
たみなど 

（1 辺が 50㎝を超えるもの） 金属類・家電品
※

石油ストーブ・ファン
ヒーター・ガステーブル・
家電品※・金属製家具・
自転車・幼児乗物など衣類・ふとん・

敷物
衣類・ふとん・毛布・カーペット
など

ダンボール 梱包用のダンボール ガラス・電球・陶
器など

割れた窓ガラス・蛍光管・電球・
陶器など

受付時間 　午前９時から午後４時３０分まで　（土曜日は「燃えないごみ」のみの受付です）
料　金 　１００㎏まで３００円、以降１００㎏ごとに３００円加算となります。

処理できないごみ（多少にかかわらず処理できませんので、ご注意ください）
※特定家電製品
　（テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機）、パソコン 　購入店やサービス拠点へご相談ください。

　家屋の解体・増改築に伴う廃木材など、業務用器材をはじめとす
る産業廃棄物、自動車・オートバイ・ミニバイク・農機具の本体お
よびタイヤ・バッテリーなどの部品、ピアノ、プロパンガスボンベ、
消火器、農薬、劇薬、廃油、ペンキ、医療廃棄物など

　処理業者または販売店に引き取ってもらってく
ださい。

■ゴールデンウィーク期間中の業務は次のとおりです

　

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
、
営
業

時
間
を
都
合
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
に
は
、
直
接
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
へ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
新
営
業
時
間

　

正
午
～
午
後
９
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
） 

■
利
用
料

　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

■
所
在
地

　

東
徳
久
１
９
４
６

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
０
０

　

ふ
だ
ん
、
台
所
に
立
つ
こ
と
の

少
な
い
男
性
の
み
な
さ
ん
、
お
い

し
い
料
理
を
楽
し
い
仲
間
と
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
　

町
内
在
住
の
男
性

■
と
き

　
　

毎
月
第
３
木
曜
日

　
　

毎
月
第
４
金
曜
日

■
と
こ
ろ

　
　

上
月
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　
　

佐
用
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

健
康
課
☎
87
・
８
０
２
０

　

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室　

参
加
者
募
集
!!

男
性
の
み
な
さ
ん
、
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
の
お
風
呂
で
の
ん
び
り

　

セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
の
お
風
呂
の
営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

料理も結構楽しいですよ
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町
民
プ
ー
ル
「
あ
め
ん
ぼ
」
は

幼
児
か
ら
高
齢
の
か
た
ま
で
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、

資
格
を
も
っ
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
個
人
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

指
導
を
行
い
ま
す
。

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

◆
募
集
コ
ー
ス　

下
表
の
と
お
り

◆
会
費
な
ど　
　
　
　
　
　
　
　

　

①
入
会
金　

千
円　

　

②
年
会
費　

千
円　

　

③
月
会
費　

４
千
円

　
　
　
（
歩
く
コ
ー
ス
は
２
千
円
）

◆
お
申
し
込
み　

随
時
受
付

◆
申
込
み
に
必
要
な
物

　

①
会
費
な
ど

　

②
写
真　
（
縱
２
㌢
×
横
２
㌢
）
１
枚

　
　
　
　
　
（
縱
４
㌢
×
横
３
㌢
）
２
枚

　

③
印
か
ん

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

ふ
れ
あ
い
町
民
プ
ー
ル

　
　
　
「
あ
め
ん
ぼ
」

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
２
３

  

始
め
ま
せ
ん
か　

プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

★
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集
★　
　
　
　
　―

町
民
プ
ー
ル
あ
め
ん
ぼ―

『
健
康
増
進
コ
ー
ス
』
無
料
お
た
め
し

　

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
体
力
は
衰
え
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
〝
身
体
に
適
し
た

運
動
〟
で
す
。
当
ス
ク
ー
ル
で
は
最
良
の
健
康

法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
〝
水
中
運
動
〟
を
、
無
料

で
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
Ｎ
（
健
康
増
進
）
コ
ー
ス

◆
運
動
内
容　

プ
ー
ル
を
歩
き
な
が
ら
腕
や
脚

　

の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
浮
き
棒
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　

を
使
っ
た
楽
し
い
運
動
な
ど
。

◆
対
象
者　
　

お
お
む
ね
40
歳
以
上

◆
無
料
お
た
め
し
期
間

　
　
　

４
月
18
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
　
　

４
月
20
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

◆
料
金　
　

無
料

◆
必
要
品

　
　
　

水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

ふ
れ
あ
い
町
民
プ
ー
ル
「
あ
め
ん
ぼ
」　　

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
２
３

時間 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 時間 土曜日
12:30

～
13:30

コース 9:00
～

10:00

コース 泳ぐ（Ｇ６）
対　象 対　象 幼～小学生
年　齢 年　齢 ３～１２歳

13:30
～

14:30

コース 泳ぐ（H ２）歩く（Ｎ１） 歩く（Ｎ５）10:00
～

11:00

コース アクアビクス（Ｑ６）
対　象 一　　般 一　　般 一　　般 対　象 一　　般
年　齢 １８歳以上 おおむね４０歳以上 おおむね４０歳以上 年　齢 １３歳以上

14:30
～

15:30

コース 11:00
～

12:00

コース
対　象 対　象
年　齢 年　齢

15:30
～

16:30

コース 泳ぐ（Ｃ２） 13:00
～

14:00

コース 泳ぐ（Ｂ６）
対　象 小学生 対　象 幼　児
年　齢 ６～１２歳 年　齢 ３～６歳

16:30
～

17:30

コース 泳ぐ（Ｂ２）泳ぐ（Ｃ３）泳ぐ（Ｂ４）泳ぐ（Ｄ５）14:00
～

15:00

コース 泳ぐ（Ｃ６）
対　象 幼　児 小学生 幼　児 小学生 対　象 小・中学生
年　齢 ３～６歳 ６～１２歳 ３～６歳 ６～１２歳 年　齢 ６～１５歳

17:30
～

18:30

コース 泳ぐ（Ｄ２）泳ぐ（Ｄ３）泳ぐ（Ｄ４）泳ぐ（Ｃ５）15:00
～

16:00

コース 泳ぐ（Ｄ６）
対　象 年長・小学生 年長・小学生 小学生 幼～小学生 対　象 年長～中学生
年　齢 ５～１２歳 ５～１２歳 ６～１２歳 ３～１２歳 年　齢 ５～１５歳

18:30
～

19:30

コース 泳ぐ（Ｘ）泳ぐ（Ｅ３） 泳ぐ（Ｘ） 泳ぐ（Ｅ５）16:00
～

18:00

コース 泳ぐ（Ｘ）
対　象 選　手 幼～中学生 選　手 年長～中学生 対　象 選　手
年　齢 ３～１５歳 ５～１５歳 年　齢

19:30
～

20:30

コース 泳ぐ（Ｌ２）歩く（Ｎ３）アクアビクス（Ｑ４）泳ぐ（Ｌ５）18:00
～

19:00

コース 泳ぐ（Ｌ６）
対　象 一　　般 一　　般 一　　般 一　　般 対　象 一　　般
年　齢 １３歳以上 おおむね４０歳以上 １３歳以上 １３歳以上 年　齢 １３歳以上

スイミングスクール日程表
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2007/ ４月号

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
加
入
の
種
類
は
、
自
営
業

者
や
学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保
険

者
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
、

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
（
収
入
が
一
定
額
を

超
え
な
い
人
）
で
あ
る
第
３
号
被

保
険
者
の
３
種
類
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
転

職
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に

は
国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
、
種
別
変
更
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
や
、
亡
く
な
っ

た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

『
学
生
納
付
特
例
制
度
』

　

国
民
年
金
制
度
に
は
、
学
生
で

前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
人
を

対
象
に
、
手
続
き
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制

度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望

の
か
た
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し

ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　

20
歳
以
上
で
大
学
（
大
学
院
）・

短
大
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど

に
在
籍
す
る
学
生
（
各
種
学
校
の

場
合
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

【
所
得
の
基
準
額
】

　

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
（
扶
養
親
族
な

ど
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
数
に
応

じ
て
加
算
さ
れ
ま
す
）

【
承
認
期
間
】

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
学

生
で
あ
る
期
間

【
申
請
手
続
方
法
】

　

①
学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書

　

②
年
金
手
帳　

　

③
み
と
め
印

　

を
持
参
の
う
え
、
住
民
課
国
保

年
金
係
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
ま

た
は
三
河
出
張
所
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
は
毎
年
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

～
春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
～

国
民
年
金
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

こんなときには手続きが必要 被保険者
の種別 手続き先

　学生やフリーターなど、厚生
年金や共済組合に加入していな
い人が 20 歳になったとき

未加入
→第１号

市町の
窓口

　第２号被保険者に扶養されて
いる配偶者が 20 歳になったとき

未加入
→第３号

配偶者の
勤務先

　配偶者が就職し、第２号被保
険者に扶養されるようになった
とき

第１号
→第３号

配偶者の
勤務先

　60 歳になる前に、会社などを
退職したとき

第２号
→第１号

市町の
窓口

　会社などを退職し、第２号被
保険者である配偶者に扶養され
るようになったとき

第２号
→第３号

配偶者の
勤務先

　配偶者が退職し、第２号被保険
者に扶養されなくなったとき

第３号
→第１号

市町の
窓口　パート収入が 130 万円を超え

たときなど、配偶者の扶養から
外れるようになったとき

こんなときには届出を

　

町
で
は
、
県
自
治
振
興
助

成
事
業
（
競
馬
収
益
金
を
財

源
と
す
る
自
治
振
興
資
金
の

助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
事

業
）
を
活
用
し
て
、
公
共
施
設

整
備
や
災
害
復
旧
、
防
災
対
策

関
連
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
対
象
事
業
費
は
、
約

２
億
１
、０
０
０
万
円
で
、
う
ち

県
か
ら
６
、１
７
０
万
円
の
助

成
。

■
主
な
事
業
と
内
容

◆
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策

　

の
推
進　

橋
梁
撤
去
事
業

◆
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
事
業
農

　

業
体
験
交
流
イ
ベ
ン
ト
及
び

　

特
産
品
普
及
事
業

◆
有
害
鳥
獣
防
除
事
業

　

野
猪
等
被
害
防
止
策
柵
設
置

　

補
助
事
業

◆
環
境
保
全
・
創
造
活
動
推
進

　

資
源
化
ご
み
集
団
回
収
運
動

　

推
進
事
業

◆
地
域
防
災
力
向
上
支
援
事
業

　

防
災
施
設
等
整
備
推
進
事
業

　

防
火
水
槽
設
置
事
業

　

浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

　

事
業　
　

◆
自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し

　

た
個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

　

り
事
業
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存

　

・
育
成
事
業

◆
公
共
図
書
館
等
広
域
利
用
促

　

進
事
業

　

図
書
等
購
入
事
業

◆
風
倒
木
対
策
事
業

　

森
林
災
害
復
旧
事
業
等

　
　
　
　

県
か
ら
６
、１
７
０
万
円
の
助
成

県
自
治
振
興
助
成
事
業
で
公
共
施
設
な
ど
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
し

て
、
市
町
村
を
は
じ
め
地
区
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健

全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
旧
町
単
位
で
４

事
業
が
採
択
さ
れ
、
屋
外
用
ア

ン
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
用
備
品
な
ど

の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
備
品
を
活
用
し
、

よ
り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

   「
平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
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旧
因
幡
街
道
宿
場
町
平
福
で
、

第
18
回
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
大
名
行
列
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

智
頭
急
行
平
福
駅
周
辺
で
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

　

４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ

　

智
頭
急
行
「
平
福
駅
」
周
辺

■
内
容

　

大
名
行
列

　

平
福
獅
子
舞

　

美
樹
幸
代
歌
謡
シ
ョ
ー

　

佐
用
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会

　

お
楽
し
み
抽
選
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会　

事
務
局

　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）　

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

■
と
き

　
　

５
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
６
時　
　

開
場

　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

■
と
こ
ろ

　
　

南
光
坊
瑠
璃
寺

　
　
　
　
（
佐
用
町
船
越
）

■
入
場
料

　
　

２
、０
０
０
円

　
　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

■
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も

　

あ
り
ま
す
。

■
出
演
者

　
　

桂　

南
光
・
桂　

団
朝

　
　

桂　

吉
の
丞

■
お
問
い
合
わ
せ
・　

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

　
　

南
光
坊
瑠
璃
寺

　
　
　
　

☎
77
・
０
４
５
０

　
　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
78
・
０
１
２
３

 

熊
さ
ん
も
八
つ
ぁ
ん
も

　  

み
ん
な
で
落
語
を
聞
き
に
行
こ
う

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
大
名
行
列
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
15
日
に
第
18
回
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
ま
つ
り
を
開
催

宿場町ひらふくまつり
―　衣装・かつらなどを手配　―

　宿場町ひらふくまつり（昨年ま
での“ひらふく桜まつり”を改称）
の大名行列は、開始当時、個人の
持ち物の衣装で開催していました。
衣装について見直しを検討してい
たときに、東映京都撮影所で衣装
の担当をされている、口金近出身
の岩逧保さんに相談したところ、
衣装（矢絣（やがすり）数着）の貸し出
しの了解を得ました。
　その後、姫君、奥方などの衣装
や小道具を借りるとともに、着付
けもお願いするようになり、退職
された現在も衣装・小道具・かつ
らなどの手配を行っていただいて
います。１７年間にわたり手配を
していただいているおかげで、今
日まで盛大な大名行列が開催でき
るようになっています。
　岩逧さんは「地域行事のお手伝
いができることがうれしいです。
今後もできる限りのお手伝いをし
ます」と話されていました。

岩逧　保さん（上町）

　
　
　
　

５
月
1�
日
に
「
南
光
坊
南
光
亭
」
を
開
催

■
と
き　

５
月
６
日
（
日
）

■
と
こ
ろ

　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
費　

３
、０
０
０
円

■
プ
レ
ー
費　

９
、８
０
０
円

■
申
し
込
み
期
限

　
　

４
月
21
日
（
土
）

　

※
先
着
１
６
０
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　

■
お
申
し
込
み

　
　
　
　

・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

☎　
86
・
１
１
２
３

　
　
　
　
　

FAX　
86
・
１
０
７
７

町
民
ゴ
ル
フ
大
会　

参
加
者
募
集



1�

2007/ ４月号

　

世
界
で
活
躍
す
る
〝
女
子
十
二

楽
坊
〟
に
代
表
さ
れ
る
中
国
音
楽

ブ
ー
ム
の
生
み
の
親
で
あ
る
、
コ

ン
リ
ン
氏
の
指
導
す
る
「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
華
夏
」
の
ト
ッ
プ
奏
者
で

構
成
す
る「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
華
夏
」

の
演
奏
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

　
　

４
月
22
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分　

開
場

　
　

午
後
２
時

　　　
　

開
演

■
と
こ
ろ

　
　

ス
ピ
カ
ホ
ー
ル

■
メ
ン
バ
ー

　
　

笛
子　
　

奥
田
八
代
以

　
　

中
音
笙　

中
村
智
子

　
　

楊
琴　
　

吉
澤
英
知

　
　

大
阮　
　

紺
屋　

豊

　
　

二
胡　
　

萩
尾
有
紀
子

　
　

大
胡　
　

稲
田　

毅

　
　

低
胡　
　

中
村
満
寿
央

　

世
界
に
数
台
し
か
な
い「
低
胡
」

と
い
う
伝
統
の
楽
器
も
登
場
し
ま

す
。
ま
た
、
中
国
国
家
一
級
二
胡

奏
者
レ
ン 

ピ
ン
ク
イ
氏
も
特
別

出
演
し
ま
す
。

■
入
場
料

　

一
般　
　
　

１
、５
０
０
円　

　

高
校
生
以
下　

  

８
０
０
円

　
　
　
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
光
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
１
２
３

■
と
き　

　
　

４
月
22
日
（
日
）
正
午
～

■
と
こ
ろ

　
　

佐
用
商
店
街

■
内
容

　
　

世
界
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
、

　

名
車
な
ど
約
１
０
０
台
が
商
店

　

街
に
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。

　
　

そ
の
ほ
か
に
、電
気
自
動
車
、

　

電
動
カ
ー
、
人
力
車
、
星
の
子

ス
タ
ン
プ
抽
選
会
、
特
産
物
販
売

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

商
工
観
光
課　

　
　
　
☎
82
・
０
６
７
０

　

公
開
用
と
し
て
は
世
界
最
大

を
誇
る
２
ｍ
な
ゆ
た
望
遠
鏡
を

備
え
る
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
。

　

そ
の
圧
倒
的
な
迫
力
は
見

る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。
見
学

は
自
由
で
す
の
で
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
ゆ
っ
く
り
と
見

学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
し
て
４
月
29
日
に
は
春
の

大
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。
土

星
や
プ
レ
セ
ペ
星
団
な
ど
を
中

心
に
観
望
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

他
に
も
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
四
つ
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
パ
ウ
チ
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
昼
間
の
星
の
観

望
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
へ

ご
来
園
く
だ
さ
い
。

西
は
り
ま
天
文
台
公
園
で

自
然
学
校
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

野
外
活
動
指
導
員
大
募
集
！

　

当
公
園
で
は
、
毎
年
兵
庫
県

の
す
べ
て
の
小
学
校
が
実
施
し

て
い
る
自
然
学
校
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
学
校

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
体

験
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

な
か
で
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し

て
い
た
だ
け
る
か
た
を
探
し
て

い
ま
す
。
自
然
学
校
以
外
に
も

指
導
員
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
西
は
り
ま
天
文
台
公

園
で
あ
な
た
の
技
能
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

【
募
集
期
間
】

　

３
月
13
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

４
月
13
日
（
金
）

【
経
験
が
あ
れ
ば
良
い
も
の
】

　

・
自
然
観
察
（
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

　
　

チ
ン
グ
、
昆
虫
、
植
物
）

　

・
木
工
細
工

　

・
竹
細
工

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
は
り
ま
天
文
台
公
園

　

業
務
課
（
自
然
学
校
担
当
）

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
５
９
８

世
界
の
名
車
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
勢
揃
い

中
国
伝
統
楽
器
の
音
色
は
い
か
が

中
国
民
族
楽
器
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
華ホ

ア
シ
ャ夏
」
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

　   

西
は
り
ま
天
文
台
公
園
へ

　
　
　
　
　
　
　

４
月
�9
日
に
は
春
の
大
観
望
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
22
日
は
ポ
ン
テ
・
ペ
ル
レ
in
佐
用
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人
は
誰
で
も
自
分
ら
し
く
、

生
き
生
き
と
幸
せ
に
暮
ら
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
願

い
を
妨
げ
る
原
因
の
一
つ
と
し

て
、
社
会
で
十
分
に
人
権
が
尊

重
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
み
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
第
１
回
目

は
、「
人
権
と
は
何
か
」
で
す
。

「
人
権
」
っ
て
何
？

　

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

「
人
権
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
社
会
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
権
利
の
こ

と
で
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら

持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

「
人
権
文
化
」
っ
て
何
？

　

人
権
尊
重
の
理
念
が
家
庭
、

地
域
、
職
場
、
学
校
な
ど
に
お

い
て
生
活
文
化―

と
し
て
定
着

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
、
混
ん
だ
電
車
や
バ
ス
で
お

年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
に

出
会
っ
た
時
、
声
を
か
け
た
り

自
然
に
席
を
譲
っ
た
り
す
る
な

ど
相
手
の
立
場
を
考
え
行
動
を

す
る
こ
と
を
言
い
、
難
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
人
権
文
化
が
す
す
む
の
？

(

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と)

　

日
常
生
活
の
す
べ
て
の
場
面

で
、
身
近
な
こ
と
に
つ
い
て
人

権
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
感

性
を
高
め
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

①
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら

②
「
相
手
を
思
う
想
像
力
」
か
ら

③
「
多
様
性
の
容
認
」
か
ら

④
「
共
生
の
心
」
か
ら

⑤
「
感
性
を
育
む
こ
と
」
か
ら

⑥
「
様
々
な
人
と
の
交
流
」
か
ら

日
常
生
活
を
見
つ
め
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
！ 

ど
ん
な
人
権
課
題
が
あ
る
の
？

　

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・

障
害
者
・
同
和
問
題
・
外
国

人
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
・
犯
罪
被
害
者
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

害
・
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
な
ど
で

す
。

（
一
部
、
㈶
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
発
行
の
人

権
啓
発
テ
キ
ス
ト
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る

た
め
に
」
38
ペ
ー
ジ
～
40
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

人
権
と
は
何
か

①

   
春
で
す
!!  

さ
あ
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か

佐用町体育協会組織図
佐  用  町  体  育  協  会  

佐  用  町

理     事     会

 事   務   局 
　生涯学習課 
   上月体育館
　南光支所
　　地域振興課 
　三日月支所
　　地域振興課

代 議 委 員 会

 

佐
用
町
軟
式
野
球
協
会

 

佐
用
町
少
年
野
球
協
会

 

佐
用
町
卓
球
協
会

 

佐
用
郡
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

 

佐
用
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

 

佐
用
町
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

 

佐
用
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

 

佐
用
町
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

 

佐
用
郡
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

 
佐
用
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

 
佐
用
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

 

佐
用
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

 

佐
用
町
テ
ニ
ス
協
会

 

佐
用
郡
陸
上
競
技
協
会

 

佐
用
町
空
手
道
協
会

 

佐
用
町
剣
道
協
会

 

佐
用
郡
柔
道
協
会

 

佐
用
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会

 

佐
用
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

 

佐
用
町
フ
ッ
ト
サ
ル
協
会

 

佐
用
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

 

佐
用
ス
キ
ー
協
会

地域ｽﾎﾟｰﾂ
振興会

 

佐　

用 

支 

部 
 

上　

月 

支 

部 
 

南　

光 

支 

部 
 

三
日
月 

支 

部

　
　
　

佐
用
町
体
育
協
会
加
入
団
体
の
ご
紹
介

　

昨
年
６
月
に
、新
し
く
佐
用
町
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
、

次
の
種
目
協
会
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

春
を
迎
え
て
、こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
よ
う
、

と
お
考
え
の
か
た
や
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
各
協
会
に
加

入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
体
育
館
（
生
涯
学
習
課
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
86
・
０
４
４
１
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2007/ ４月号

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
佐
用
町

実
行
委
員
会
で
は
、
２
月
26
日

に
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー
で
第
３
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
佐
用
町
で
開
催

し
た
国
体
競
技
や
行
事
へ
の
取

り
組
み
結
果
、
並
び
に
実
行
委

員
会
会
計
の
収
支
決
算
に
つ
い

て
報
告
し
、
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
町
合
併
後
に
国
体

開
催
に
向
け
て
設
立
し
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
「
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
佐
用
町
実
行
委
員
会
」

は
、
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た

こ
と
と
な
り
、
今
総
会
を
も
っ

て
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
体
開
催
に
向
け
ご
支
援
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
実
行

委
員
会
委
員
の
み
な
さ
ま
、
並

び
に
競
技
団
体
、
体
育
関
係
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

　
　

佐
用
町
実
行
委
員
会
を
解
散

　
　
　

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
第
７
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
が
３
月
11
日
に
開
催

さ
れ
、
西
播
磨
地
区
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
の
児
童
た
ち
約
３
３
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
小
学
４
年
生
以
下
の

部
と
小
学
２
年
生
以
下
の
部
で
行

わ
れ
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

４
年
生
以
下
の
部

優　

勝　

矢
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
生
市
）

準
優
勝  

ト
ン
バ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ（
た
つ
の
市
）

第
３
位  

塩
屋
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
穂
市
）

敢
闘
賞

　

相
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ（
相
生
市
）

２
年
生
以
下
の
部 

優　

勝  

矢
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
生
市
）

準
優
勝  

赤
穂
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ（
赤
穂
市
）

第
３
位  

　

相
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ（
相
生
市
）

敢
闘
賞

  

佐
用
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
町
）

優
秀
選
手
賞（
町
内
関
係
分
の
み
）

　

大
西
敏
継　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
上
月
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　

稲
谷
知
紀　
　

　
　
（
佐
用
（
少
年
）
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　

今
津　

凌　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
佐
用
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　

第
７
回
ビ
ス
ラ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

３
月
10
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
、
南
光
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

は
23
チ
ー
ム
で
、
他
チ
ー
ム
と
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
多
数
出
ま
し

た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）

【
団
体
の
部
】
※
チ
ー
ム
６
人
の
合
計
ス
コ
ア

　

優　

勝　

さ
よ
姫
（
240
）

　

準
優
勝　

ひ
ま
わ
り
会
１
班
（
249
）

　

第
３
位　
ひ
ま
わ
り
会
８
班-

１
（
256
）

【
個
人
の
部
】

　

優　

勝　

丸
山
義
昭
（
34
）

　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
会
８
班-

１
）

　

準
優
勝　

横
山
正
夫
（
35
）

     　
　
（
ほ
ほ
え
み
上
月
）

　

第
３
位　

横
山
郁
郎
（
35
）

　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
上
月
）

　

※
準
優
勝
と
第
３
位
は
同
ス
コ
ア
ー

　
　

な
の
で
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
多

　
　

く
出
し
た
数
で
順
位
を
決
定
。　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
続
出

　
　
　
　

南
光
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

サ
ッ
カ
ー
少
年
た
ち
が
大
集
合

おめでとうございます好プレーが続出
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２
月
25
日
に
江
川
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
、
江
川
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
で
江
川
地
域
安
全
安
心
行
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
江
川
地
域
生
活
安

全
グ
ル
ー
プ
（
木
村
政
照
会
長
）

の
発
足
式
及
び
防
犯
研
修
会
で
、

井
谷
典
司
副
会
長
が
、
防
犯
活
動

宣
言
を
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
用
警
察
署
粟
田
刑
事

生
活
安
全
課
長
に
よ
る
、
防
犯
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
江
川
地
域
安
全

安
心
講
座
（
災
害
対
策
編
）
と
し

て
、
佐
用
町
消
防
署
職
員
に
よ
る

防
災
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
、
消
火
器
点
検
・
詰
め
替

え
・
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
防
犯
・
防
災
行
事
と

な
り
、
参
加
者
は
、
家
庭
や
地
域

の
安
全
安
心
に
つ
い
て
、
再
度
確

認
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
⑲

安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り

　
江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
安
全
安
心
行
事
を
開
催

  起震車による地震体験

長沢地区のｺﾐｭﾆﾃｨｰﾊﾞｽ

　

３
月
８
日
に
佐
用
地
域
、
15
日

に
は
上
月
地
域
、
ま
た
、
23
日
に

は
三
日
月
地
域
で
、
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
関
係
者
を
対
象
に
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
か
ら
く
さ
塾
主
宰
の

小
嶋
明
さ
ん
で
「
佐
用
発
！
地
域

創
造
の
熱
風
を
」
と
題
し
て
、
地

域
づ
く
り
の
８
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ま
ち
づ
く
り
実
践

者
の
小
嶋
さ
ん
の
苦
労
話
や
具
体

的
な
お
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、

「
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
な
お
、南
光
地
域
は
、

昨
年
12
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
再
確
認

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
研
修
会
を
開
催

  力強く防犯活動宣言

　

３
月
１
日
に
三
河
小
学
校
体
育

館
で
、
平
成
18
年
度
南
光
子
ど
も

歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
３
月
公
演
（
伝

達
式
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
演
目
は
、「
義
経
千
本

桜
～
吉
野
山　

静
・
忠
信
道
行
の

場
」
で
、
三
河
小
学
校
児
童
３
年

生
か
ら
６
年
生
の
12
人
が
演
じ
、

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
満
員
の
観

客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
６
年
生
が
ひ
と
り
だ

け
で
し
た
が
、
４
月
に
は
佐
用
町

誕
生
記
念
式
典
、
９
月
に
は
農
村

歌
舞
伎
祭
、
10
月
に
は
の
じ
ぎ
く

兵
庫
国
体
で
の
発
表
と
町
内
外
で

播
州
歌
舞
伎
を
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
10
月
14
日
（
日
）
に

上
三
河
の
舞
台
で
第
19
回
兵
庫
の

ま
つ
り
・
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
が
開

催
さ
れ
、
南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
ク

ラ
ブ
ほ
か
数
組
の
団
体
の
歌
舞
伎

が
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

南光子ども歌舞伎クラブ

　上三河には、1841 年に建てられた「上三河
の舞台」があり、昭和 50 年 9 月に国の重要民
俗文化財の指定を受けました。過去には、青
年歌舞伎や歌舞伎一座の公演が行なわれまし
たが、昭和 60 年を最後に途絶えてしまいまし
た。
　しかし、地元で復活させようとの気運が高
まり平成 4 年に町子ども歌舞伎育成会を結成
し、三河小学校の児童が取り組むこととなり、
子ども歌舞伎クラブが誕生しました。以後播
州歌舞伎「嵐　獅山一座」の座長である嵐　
獅山先生（多可郡多可町）の指導を受けなが
ら活動を続けています。新佐用町となってか
らは会員の募集対象を町内の小学生に広げて
います。

●南光子ども歌舞伎クラブの活動を支援して
いただけるかた（ボランティアスタッフ）を
募集します。例えば、子どもたちの練習時に
お手伝いいただけるかた、一緒に練習してい
ただけるかた。公演時に子どもに白塗りの化
粧やかつらをつけていただけるかた、衣装を
着付けていただけるかたなどです。
■お問い合わせ　
　　南光支所地域振興課　☎７８- ０１２３ 　早見の藤太と家来たち

伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
ま
す

尾﨑綾さん（６年生）演じる忠信（中央）

南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
３
月
公
演
（
伝
達
式
）
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金
子
集
落 

矢
原
山
ホ
タ
ル
む

ら
（
大
西
茂
代
表
）
で
は
、
開
村

か
ら
１
周
年
を
記
念
し
て｢

ホ
タ

ル
む
ら
１
周
年
記
念
祭｣

を
３
月

４
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
村
前
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
係
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

島
根
大
学
教
育
学
部
作
野
助
教
授

の
講
演
の
あ
と
、
餅
ま
き
が
行
わ

れ
、
昼
食
に
は
ま
ぜ
ご
飯
や
猪
汁

が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
賑
や
か
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１

年
間
の
活
動
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
昨
年
５
月
か
ら
ホ
タ
ル
む
ら

で
飼
育
し
て
き
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫

約
６
０
０
匹
の
放
流
も
行
い
ま
し

た
。

　

大
西
代
表
は
、｢

こ
の
１
年
間

は
が
む
し
ゃ
ら
に
活
動
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
ホ
タ
ル

の
保
護
活
動
な
ど
を
中
心
と
す
る

環
境
・
景
観
保
全
を
計
画
的
に
行

い
、
こ
の
活
動
が
３
年
、
５
年
と

継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ホ
タ
ル
の
保
護
活
動
中
心
に
環
境
・
景
観
保
全
を

　
　
　
　

ホ
タ
ル
む
ら
１
周
年
記
念
祭
を
開
催   

　

３
月
８
日
に
佐
用
地
域
、
15
日

に
は
上
月
地
域
、
ま
た
、
23
日
に

は
三
日
月
地
域
で
、
各
地
域
づ
く

り
協
議
会
関
係
者
を
対
象
に
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
か
ら
く
さ
塾
主
宰
の

小
嶋
明
さ
ん
で
「
佐
用
発
！
地
域

創
造
の
熱
風
を
」
と
題
し
て
、
地

域
づ
く
り
の
８
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ま
ち
づ
く
り
実
践

者
の
小
嶋
さ
ん
の
苦
労
話
や
具
体

的
な
お
話
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、

「
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
な
お
、南
光
地
域
は
、

昨
年
12
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

  佐用地域の研修会

ホタルの幼虫の放流

　

２
月
25
日
に
佐
用
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
佐
用
あ
じ
わ
い
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
少
し
肌
寒
い
も
の
の

快
晴
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
か
た
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

千
賀
ノ
浦
部
屋
か
ら
の
３
人
の

関
取
に
よ
る
、
迫
力
満
点
の
取
り

組
み
や
、
中
に
は
怖
く
て
泣
き
出

す
ち
び
っ
子
も
い
た
〝
力
士
に
挑

戦
〟
に
観
客
か
ら
笑
顔
と
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
町
内
の
特
産

物
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
や
つ
き
た
て
の

お
も
ち
の
販
売
が
行
わ
れ
、
ど
れ

も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し

た
。

佐
用
の
〝
あ
じ
〟
と
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
満
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
用
あ
じ
わ
い
ま
つ
り果敢に力士に挑戦しました

たくさんのお客さんが来場　

３
月
18
日
に
味
わ
い
の
里
三
日
月

で
、
第
６
回
三
日
月
特
産
そ
ば
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
出
品
さ
れ
た
24
作
品
の
中
か

ら
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
・
特
別
賞
各
３
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
為
後
喜
光
先
生
に
よ
る
講

演
会
」、
み
か
づ
き
市
も
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
坂
本
久
子
さ
ん

（仁
位
）
の
「そ
ば
の
実
マ
カ
ロ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
回  

三
日
月
そ
ば
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

受賞者（町内関係分のみ・敬称略）
最優秀賞　坂本久子（仁位）
　　　　　　「そばの実マカロン」
優秀賞　　ル・クルーゼ（代表・寺本惠子（早瀬１））
　　　　　　「そばわらびもち」
　　　　　岡田仍子（多賀）
　　　　　　「ヘルシーお茶の間肉まん」
特別賞　　東本夏美（春哉）
　　　　　　「そば粉のモチモチ団子汁」
　　　　　味わいの里加工部
　　　　　　「そば粉のふわふわ団子」

坂本久子さん

そばの実マカロン
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町
で
は
、
４
月
か
ら
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能
を
利

用
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ

た
か
た
に
、
防
災
情
報
や
緊
急
情

報
を
発
信
す
る
「
さ
よ
う
安
全
安

心
ネ
ッ
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。

【
さ
よ
う
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
と
は
】

　

災
害
情
報
や
防
犯
に
関
す
る
緊

急
情
報
な
ど
の
安
全
安
心
情
報
を

個
人
の
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

事
前
に
登
録
し
て
お
け
ば
、
町

や
県
が
出
す
避
難
情
報
な
ど
が
自

動
的
に
メ
ー
ル
で
通
知
さ
れ
ま

す
。

【
お
知
ら
せ
メ
ー
ル（
自
動
配
信
メ
ー
ル
】

　

お
知
ら
せ
メ
ー
ル
は
次
の
２
種

類
で
す
。

①
緊
急
情
報
の
お
知
ら
せ

　

地
震
、
台
風
、
洪
水
な
ど
自
然

災
害
に
よ
る
避
難
情
報
や
、
気
象

情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

②
佐
用
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

犯
罪
に
関
す
る
不
審
者
情
報
や

防
犯
情
報
、
町
内
の
消
防
防
災
に

関
す
る
情
報
、
道
路
の
通
行
止
め

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
登
録
料　

　

無
料
（
ウ
ェ
ブ
接
続
料
・
メ
ー
ル

　

受
信
料
は
別
途
か
か
り
ま
す
）。

■
緊
急
気
象
情
報

　

気
象
警
報
、
地
震
情
報
な
ど

■
緊
急
情
報

　

避
難
情
報
な
ど

■
お
知
ら
せ
情
報

　
（
平
常
時
に
は
）
防
災
研
修
や

　

防
災
マ
メ
知
識
な
ど
を
定
期
的

　

に
配
信

安  

全  

・  

安   

心    

情    

報

　
　
　
　
　
　
　
　

安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
情
報

緊
急
情
報
を
い
ち
早
く
メ
ー
ル
で
発
信
！

　
「
さ
よ
う
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
」
が
ス
タ
ー
ト

　

老
朽
化
に
伴
い
改
築
工
事
を

行
っ
て
い
た
、
町
立
久
崎
小
学

校
体
育
館
が
完
成
し
、
３
月
10

日
に
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

竣
工
式
で
は
、
久
崎
小
学
校

体
育
館
に
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
さ
れ

た
久
崎
財
産
区
な
ど
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
全
校
児
童
が
校

歌
を
斉
唱
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
声
が
体
育
館
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
６
年
生
児
童
27

人
に
よ
る
和
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、

体
育
館
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
体
育
館
は
、
総
工
費

約
２
億
２
千
７
百
万
円
で
、
総

床
面
積
１
、１
２
２
．
３
６
㎡
の

２
階
建
て
、
ア
リ
ー
ナ
は
旧
体

育
館
の
約
２
．
５
倍
。

　
　
　
　
　
　
　

久
崎
小
学
校
体
育
館
が
完
成

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
の
声

完成した久崎小学校体育館

元気いっぱいの校歌斉唱

久崎財産区へ感謝状を贈呈

■メール登録方法
その１〈ＵＲＬ入力〉
　インターネット接続できる携
帯電話やパソコンで、次のＵＲ
Ｌを入力、アクセスして「◆お
知らせメール◆→登録／解除」
から登録してください。
　さよう安全安心ネット
　　（ひょうご防災ネット）
　　　http://bosai.net/sayo/

その２〈空メール〉
　① hy@bosai.net に空メールを
　　送信。　
　②しばらくするとメールが届
　　 き ま す。 ※ info@bosai.net
　　のメールが受信できるよう
　　に設定してください。
　③届いたメールにある http://
　　bosai.net/ をクリック。
　④７．西播磨地域をクリック。
　⑤佐用町を選択して「◆お知
　　らせメール◆→登録／解除
　　から登録してください。
　
　パソコンでは、「ひょうご防災
ネット登録マニュアル」で図解
による登録方法が詳しく見るこ
とができます。
　　　http://bosai.net/toroku/

■お問い合わせ
　　住民課消防防災係
　　　　　☎８２- ０６６０
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　昨年新しい心肺蘇生法が発表されました。これは従来の方法に比べ、より効果の高い方法に修正されたも
のです。消防署では、すでにこの新しい方法で指導しています。
主な変更点は次のとおりです。
　１．普段通りの息がなければ心肺停止と判断する。
　２．胸骨圧迫 ( 心臓マッサージ ) は３０回行う。
　３．胸骨圧迫の位置は胸の真ん中とする。
※ただし、従来の方法がダメだという訳ではありません。付近にいる人がすぐに心肺蘇生法を行うことが一
　番必要です。
■新しい心肺蘇生法の手順
①反応を確認する
　　呼び掛けても反応が無ければ１１９番通報とＡＥＤを持ってきても
　らうよう協力を求める。
※８歳未満は、実施者が一人の場合、心配蘇生法を２分間（５サイクル）
　した後に１１９番通報とＡＥＤを用意する。
②気道を確保し、呼吸を確認する（10 秒以内）　　　　　　③普段通りの息がない　　　④人工呼吸

⑤胸骨圧迫を開始する　　⑥心肺蘇生を継続する

※実施者が２人いる場合は、２分（５サイクル）を目安に交替して実施してください。
■お問い合わせ　救急救助係　☎８２- ３８７２

救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

　「新しい心肺蘇生法」について

「見て、聞いて、
感じて」
目 で 胸 の 動 き
を、耳で呼吸の
音を、ほほで吐
息を感じる

心肺停止と判断し
心肺蘇生を開始する

１回１秒かけて
２回吹き込む

３０回圧迫する

３０回

２回

両手の置き方胸骨圧迫部位 この部分で圧迫する

　

昨
今
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
学
校
で
の
「
い
じ

め
」
の
防
止
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
の
た
め
の
取
組
の
一
つ

と
し
て
、
先
月
、
町
内
の
す
べ

て
の
小
学
校
に
「
子
ど
も
と
親

の
相
談
員
」
が
配
置
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
員
を
受
け
て
い
た
だ
い

た
民
生
・
児
童
委
員
な
ら
び
に

主
任
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、

相
談
室
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
も
ち
ろ
ん
、
業
間
や
給
食
、

掃
除
、
学
校
行
事
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
積
極
的
に
子
ど
も

た
ち
に
関
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
相
談
件
数
や
内
容
は
学
校

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

子
ど
も
も
保
護
者
も
、「
地
域

の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」
と

し
て
気
さ
く
に
じ
っ
く
り
と
相

談
に
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
相
談

員
さ
ん
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
解
決
に
向
け

て
明
る
い
展
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
談
員
さ
ん
か
ら
は
、

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き

生
き
と
し
た
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
先
生

が
た
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取
り

組
む
様
子
に
感
心
し
た
」
と
の

声
も
あ
り
、
学
校
と
地
域
と
の

信
頼
関
係
も
さ
ら
に
強
ま
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
に
限
ら
ず
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
教
職
員
以
外

の
視
点
で
学
校
を
見
つ
め
、
盛

り
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

学
校
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
心
強

い
こ
と
で
す
。
今
後
と
も
町
民

の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ま
な
ざ

し
で
「
地
域
で
支
え
る
学
校
」

づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

３
月
に
「
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
」
を
配
置
し
ま
し
た

地
域
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
は

　
　
　
　
　
　   

学
校
の
大
き
な
支
え
で
す
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《
図
書
館
か
ら
の
お
願
い
で
す
》

　

本
を
借
り
て
帰
っ
た
ら
、
紙
が

汚
れ
て
い
た
り
線
が
引
い
て
あ
っ

た
り
、切
り
抜
き
が
あ
っ
た
り
で
、

い
や
だ
な
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
館
で
は
返
却
を
い
た
だ
い

た
本
は
そ
の
場
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
よ
う
な
も
の
は
す
ぐ
取
り
除

く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
の
み
な
さ
ま
も
本
を
読
ま
れ

る
際
に
は
、
濡
ら
さ
な
い
、
傷
め

な
い
、期
限
内
に
返
却
す
る
な
ど
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
も
し
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
本
の
ペ
ー
ジ
が
取
れ
た
と

き
に
は
、
ご
自
分
で
テ
ー
プ
を

張
っ
て
修
理
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
市
販
の
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
は
時
間
が
経
つ
と
は
が

れ
た
り
茶
色
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

図
書
館
に
は
専
用
の
修
理
用
の

り
や
テ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

本
の
修
理
は
図
書
館
に
お
ま
か
せ

く
だ
さ
い
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会　

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も

●
４
月
の
お
は
な
し　

　
　
『
七
わ
の
か
ら
す
』

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
り
が
み
教
室

●
日
時　

４
月
28
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

　　　　　　　

　　　　　　　　　　佐用郡佐用町佐用２５８５
　　　　　　　　　　佐用町立図書館
　　　　　　　　　　　　☎８２- ０８７４
　　　　　　　　　　　　FAX ８２- ０３１３
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toshokan@town.sayo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.toshokan.town.sayo.lg.jp

　４月　April　卯月 　               ５月　May　皐月
　日 月 火 水 木 金 土      日 月 火 水 木 金 土
　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７　　　      １ ２ ３ ４ ５
　８ ９ 10 11 12 13 14　　　６ ７ ８ ９ 10 11 12 
  15 16 17 18 19 20 21      13 14 15 16 17 18 19
  22 23 24 25 26 27 28      20 21 22 23 24 25 26
  29 30 　　 　　　　  　　 27 28 29 30 31

～
大
き
く
な
っ
た
ね
～

　

３
月
に
開
催
し
た
18
年
度
の

「
閉
講
式
」
で
は
、
一
年
間
マ
マ

プ
ラ
ザ
で
活
動
さ
れ
て
き
た
親

子
が
集
い
ま
し
た
。

　

共
に
過
ご
し
た
と
き
を
振
り

返
り
、
あ
ん
な
こ
と
や
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
と
、
改
め
て
子

ど
も
の
成
長
を
感
じ
、
お
母
さ

ん
が
た
の
子
育
て
を
通
し
て
の

輪
を
感
じ
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

も
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
周
囲

の
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
、

楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。

～
春
は
、
出
会
い
の
季
節
～

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
で
は
、
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
活
動

を
通
し
て
悩
み
を
分
か
ち
あ
っ

た
り
、
知
恵
を
出
し
あ
っ
た
り

す
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見

を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
同
年
齢
の

子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
出
会
い
の
場
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
町
内
の
マ
マ

プ
ラ
ザ
合
同
で
「
19
年
度
開
講

式
」
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

（
ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
）

★
お
問
い
合
わ
せ

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

   

☎
82
・
４
１
０
８

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

      　

  

☎
86
・
１
１
５
３

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　　だより

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
４
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

図書館だより

子育ての輪を大切に

本は大切に

平成 19 年度　佐用町ママプラザ開講式
■とき　４月 26 日（木）午後１時 30 分～
■ところ　さよう文化情報センターギャラリー
■対象　子育て中の親または家族
■参加申し込み
　　別途配布の、ママプラザ参加申込書に必要事
　　項をご記入のうえ、４月２０日（金）までに
　　各ママプラザへお申し込みください。

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　 

４
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

21
日(

土
）
で
す
。

※
一
部
巡
回
場
所
・
時
間
が
変
更

　

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
配
布

　

し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。
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●大人向けの本
　学生諸君！　－さっそうたる明日へのメッセージ　
　　　　　　　　　　　　　   漱石／ほか著　光文社
　韓国の大失策　－北の核実験と南の人質化　
　　　　　　　　　　　   李柱天／著　河出書房新社
　殺された側の論理　－犯罪被害者遺族が望む「罰」と「権利」

　　　　　　　　　　　　　   藤井誠二／著　講談社
　Ｎｅｗ現代保育学入門　－子どもの発達と保育の原理
　　を理解するために　諏訪きぬ／編・著　フレーベル館
　メタボリックシンドローム　－内臓脂肪症候群　
　　　　　　　　　　　   和田高士／著　保健同人社
　自動車メカ入門　エンジン編　
                       ＧＰ企画センター／編　グランプリ出版
　残り糸もかぎ針１本で　
　　　　　　　　　   きゆなはれる／著　文化出版局
　お父さんの台所塾　白井操／著　日本放送出版協会
　おっぱいとごはん　               竹中恭子／著　春秋社
　「食」の地域ブランド戦略　     関満博／編　新評論
　書は人なり　－墨跡の観方、学び方　
                                                         寺山旦中／著　淡交社

　
　瀬古利彦マラソンの真髄　－世界をつかんだ男の “ 走り
          の哲学 ”     瀬古利彦／著　ベースボール・マガジン社
　父・藤沢周平との暮し　       遠藤展子／著　新潮社
　私の手になってくれたあなたへ　
                                    小山内美智子／著　中央法規出版
▲ひとり日和　               青山七恵／著　河出書房新社
■恋七夜　                                安部竜太郎／著　集英社
★青に候　                                    志水辰夫／著　新潮社
▲若くない日々　                    藤堂志津子／著　幻冬舎
★四文字の殺意　                    夏樹静子／著　文芸春秋
★ミハスの落日　                        貫井徳郎／著　新潮社
■このベッドのうえ　                    野中柊／著　集英社
▲夢を与える　               綿矢りさ／著　河出書房新社
▲林住期　                                    五木寛之／著　幻冬舎
　楽老抄　Ⅱ  －あめんぼに夕立   田辺聖子／著　集英社
■鈍感力　                                    渡辺淳一／著　集英社
　アナンシの血脈　上・下　
                                    ニール・ゲイマン／著　角川書店
●子ども向けの本  
　足跡からわかる恐竜の生活　－肉食・草食、移動・
         定住、単独・群れ、年齢などを探る　
　　　　　　　　　　   松川正樹／著　誠文堂新光社
　なるほど！くすりの原料としくみ　－基礎知識と正し
         い使い方　　　　　　   岡　希太郎／監修　素朴社
　男の子とおおきなさかな　
                マックス・ベルジュイス／作　野坂悦子／訳
　                                                                          ほるぷ出版

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
H19. ２.11 ～ H19. ３.20 受け入れ分の一部
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　
　
　近年、ライフスタイルやニーズの多様化に伴い、
食生活や食環境の変化から「食の大切さ」の意識が
低くなり、健全な食生活が失われつつあります。また、
核家族化が進んだ今、家庭での食事体験を通して地
域の食文化を伝えていくことは困難な状況になりつ
つあり、地域全体の取組みが必要になっています。
　そのような中、佐用町いずみ会では、平成 17 年の
佐用郡４町合併によって、旧町でそれぞれ活動して
きたグループが一体となり「私達の健康は、私達の
手で！」を合言葉に、わが町を愛し、お向かいさん、
おとなりさんと声をかけながら、地域における食を
中心にした健康づくりをめざして、ボランティア活
動をしています。
☆いずみ会活動
“ 平成 18 年度の兵庫県いずみ会のスローガン
　　　「食育を全ての年代にすすめよう」”
　佐用町いずみ会では、平成 13 年度から保育園で
の食育活動を開始して、幼児期からの規則正しい食
生活の大切さ、また朝食をとることの意味などを伝
え健康なからだと伸びやかな心を育むことを願って
活動しています。また、環境問題にも感心を持ち水

生生物実態調査の協力をはじめママプラザとの連携、
老人クラブ栄養教室の手伝い、会員相互の研修会な
どを行なっています。
　少子高齢化社会という社会背景の中で、会員の高
齢化が進んでいますが、貴重な体験の宝庫であるエ
キスパートとして、次世代への食文化を繋ぐ担い手
として重要な役割があります。
　今後、食育活動はもちろん、郷土料理の継承や地
産地消の推進、日本型食生活のすすめなど、地域の
生産者、老人クラブなどの交流を図り、食を中心に
した健康づくり活動の輪を広げていきたいと考えて
います。
☆いずみ会募集
　「食生活」を中心とした健康づくりボランティア活
動をしています。「食の大切さ」を伝えていくために
各地域で共に歩もうとする会員を募集しています。

★献血のお願い★
《献血ルームのご案内》

姫路駅前みゆき通り献血ルーム
　   時　間　１０：００～１２：００
　　　　      １３：００～１７：００

　    休館日　毎週金曜日、
　 　　　    　第１・３日曜日、年末年始
   ４月は
　　町内での献血は
            ありません

■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７- ８０２０

小児慢性特定疾患医療
受給者証の更新申請を

　現在、小児慢性特定疾患医療受給者証の交付を受けてい
るかたで、平成１９年８月１日以降も引き続き交付を希望さ
れるかたは、継続申請をしてください。
■対象者　　８月１日以降も医療受給者証の交付を希望され
　　　　　　る、８月１日現在満２０歳未満のかた。
■申請受付期間
　　　　　　５月１日（火）～６月２９日（金）
■申請時に必要な書類
　　　　　　①小児慢性特定疾患更新申請書
　　　　　　②意見書（医師の記載によること）
　　　　　　③所得を証する書類
　　　　　　④世帯全員の住民票
　　　　　　⑤患者本人の健康保険証の写し　など
■申請場所・お問い合わせ
　　　　　　佐用健康福祉事務所健康課　☎８２- ２６２１

食生活改善推進団体

佐用町いずみ会・・・お向かいさん・おとなりさんへ

朝食の大切さや食事バランスを考
えて食べることが健康作りに大切
であることを広め、子供たちとの
ふれあいを通して自らも学び、ま
たいずみ会の活動を理解していた
だくことを励みにしています。ま
た地域の方々と地産地消を考えな
がら食育活動をしています。
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　今回は、新しい習慣として、春から始める禁煙を
提案し、タバコの害についてお知らせします。
　喫煙の害については様々に提供され、タバコの箱
にも書いてあります。ところが、喫煙者の数はいっ
こうに減りません。佐用町で昨年行ったアンケート
の結果でも男性の 4 割が喫煙されています。そして、
タバコの健康への影響についてを尋ねたところ、最
も一般的な「肺がんとタバコとの関係」ですら 2 割
のかたは知らないという
結果でした。「妊婦への影
響」も、呼吸器系の病気
の「喘息、気管支炎など
への影響」も 4 割は認識
されていませんでした。
■副流煙が怖い
　タバコの煙には、喫煙している本人が吸う主流煙
と、タバコの先端から立ちのぼる副流煙があります。
この副流煙には主流煙の最高５０倍もの有害物質が
含まれています。
そのため、タバコを吸う本人よりも、周りの吸わな
い人が煙を吸ってしまう「受動喫煙」が問題になっ
ています。

■妊娠中の影響
　タバコの害のうち、特に問題なのはニコチンや一
酸化炭素です。ニコチンは血管を収縮させる働きが
あり、血流を悪くします。一酸化炭素は血液中の酸
素を不足させます。
　妊娠中では、子宮や胎盤の血液の流れが悪くなり
ます。その結果、流産や早産、前置胎盤や胎盤早期
剥離などの命に関わる重大な問題が起こってきます。
赤ちゃんにも十分な酸素や栄養が届かず、おなかの
中で十分成長できない場合もあります。
　また、生まれた赤ちゃんにも影響します。元気だっ
た赤ちゃんが朝起きたら冷たくなっていたという悲
しい乳幼児突然死症候群との関係は明らかになって
います。おなかの中で赤ちゃんは、タバコの害を防
ごうと酸素を取り入れるのをやめようとしてしまっ
たためといわれています。
■受動喫煙の害を防ぐ
　「健康増進法」では「多くの人が利用する場所では、
管理者が受動喫煙の害を防ぐ必要があること」が決
められています。
　誰もがより健康であるために、タバコについて正
しい知識をもち、配慮をしたいものです。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

　４月行事カレンダー
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　10 日（火）13:30 ～ 15:30
●こころのケア相談（予約制）
　　12 日（木）13:00 ～ 15:00　
●アルコール相談
　　12 日（木）13:00 ～ 15:00
●栄養相談（予約制）
　　17 日（火）10:00 ～ 11:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　25 日（水）13:30 ～ 16:00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　26 日（木）13:30 ～ 15:30
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　佐用健康福祉事務所 
　　　　　　　　　　☎８２- ２６２１

★すくすく健康相談
　（平成 18 年 10 月生まれ）
　4 月１３日（金）13：30 ～

★ 1 歳 6 カ月児健診
　（平成 1 ７年８月～平成 1 ７年９月生まれ）
　４月１７日（火）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談（平成 18 年 4 月生まれ）
　4 月２０日（金）13：30 ～

★４カ月児健診（平成 18 年 12 月生まれ）
　4 月２３日（月）13：00 ～

★０歳児クラス（２カ月～１歳未満）
　５月７日（月）10：00 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　５月１０日（木）10：00 ～

※いずれも場所は上月保健福祉センター

☆   健康習慣への新スタート
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　３月１３日に兵庫県民会館で商業活性化
とまちづくりを考えるシンポジウム」が開
かれ、佐用町商工会青年部（千種和英部長）
が「まちづくり連携商業活性化賞」を受賞
しました。これは、商店街などの活性化に
寄与するさまざまな主体の創意工夫と熱意
ある取り組みを顕彰するもので、食をテー
マとする商店街活性化活動（農業振興の観
点から捕獲した鹿を活用した、しかコロッ
ケ発案、各種ＰＲ、牛ホルモンうどん発案）が認められたものです。シンポ
ジウムのパネルディスカッションでは、千種和英青年部部長がパネラーとし
て、佐用町商工会青年部の取り組みなどについて発表しました。

「まちづくり連携商業活性化賞」受賞　―佐用町商工会青年部―

　佐用朝霧園で、３月８日に恒例の職員による「屋台
村」が開催されました。
　今年も、職員が腕によりをかけて、ホルモン焼きう
どんをはじめとする、５つの食べ物の屋台と６種類の
飲み物を準備し、入所者４７人のかたへふるまいまし
た。今年は施設の中で育てた梅を２年間じっくりねか
してできた梅酒が大人気で、なかにはお代わりをして
楽しむ人もあり、大盛況の「屋台村」でした。

　入所者は、「この行
事は、いろんな食べ物
を食べることが出来て
楽しい。今回で６回目
の開催ですけどこれか
ら も 毎 年 続 け て 欲 し
い」と楽しそうに話さ
れました。

屋台村　おなかいっぱい満喫　 ―佐用朝霧園―

　1 年間を通して、学年ごとに地域のかたとの交流を深めてきた
世代間交流事業。最終学年は、３年生２５人がおりがみ名人（ボ
ランティア）６人のみなさんから、変わったおり方のおりがみを
教えてもらいました。干支のいのししや３枚のおりがみを組み合
わせた立体的でカラフルなコマ、だまし舟など、新しい折り方に
挑戦しました。
　だまし舟を教えてもらった木村衣織さん（三日月上）は、「おう
ちに帰って妹たちをおどろかせてみよう」と笑顔で話してくれま
した。そして、お礼に児童が朗読劇を披露しました。
　初めて参加した奥本房子さん（久保）は「孫のような子どもた
ちに反対に教えてもらった。楽しい交流ができた」と話していました。

じょうずに折れたよ！宝箱にいのしし、立体ごま　　－三日月小学校世代間交流―

　　千種和英青年部長（右）と
　　 加古原瑞樹企画委員長（中央）

　西本富男さん（船
越）所有の田んぼ
で黄色の花が見事
に一面に咲き誇り
ました。
　この黄色の花は、

「食用ナバナ」で寒
さに強い冬どりが
主力の野菜です。
この見た目にも色
鮮やかな「食用ナバナ」を栽培した西本さんは、「天
ぷらや、漬け物にしてもおいしいし、簡単に栽培でき
ることが魅力。転作田の利用として、景観用としても
食用としても魅力ある作物で、来年はもう少し栽培面
積を増やしてみたい。」と話されました。また、３月
１日に開催された南光子ども歌舞伎の子どもたちに、
この花束をプレゼントされました。

田んぼ一面に黄色の花が満開

１日だけの縁日を楽しみました

　　自信作です

　　鮮やかな黄色い花でした

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

まちの
  話題
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　３月１１日、「スターシャワーの森音楽堂」スピカホール
で佐用町合併記念事業として佐用ウインドアンサンブルのス
プリングコンサートが行われました。
　行進曲「ウィーンはいつもウィーン」で始まったコンサー
トには町内外から約９０人が訪れ、アニメ「鉄腕アトム」の
主題歌やビートルズやサザンオールスターズのナンバー、ク
ラシックの名曲「木星」などおなじみの曲に聞き入っていま
した。
　代表の富島勝則さん（西徳久）は「メンバーの高齢化や練
習不足で満足な演奏もできませんでしたが、お客さんもメン
バーも楽しんでいた
ようなので今後も続
けたいですね。その
ためにはメンバーを
増やしたいのでみな
さんの参加をお待ち
しています」と話さ
れました。

春の暖かい風が吹きました －佐用ウインドアンサンブル－

　３月１４日と１６日にふれあいの里上月で、上月中学校１年生６９人が、
体験学習を行いました。これは、総合学習の一環で、地域の特産物を知り、
農作業を実体験し労働の大切さなどを実感しようと、６月の種まきから草取
り、収穫、脱穀、選別までを行い、今回、みそ、豆腐づくりや加工品の袋詰
めなどを体験しました。
　なお、みそはもち大豆とこうじを混
ぜて樽に入れ、１０～１２カ月かけて
保存しておき、２年生になって２月ご
ろに容器に詰める作業を行う予定です。
　参加した野村真利那さん（才金）小

林理奈さん（田和）竹田詩穂さん（小赤松）は、「毎朝おみそ汁を飲ん
で、元気に学校に通っています。おみそがこんな風にしてできると知っ
てびっくりしました」と話していました。

私たちの元気の源「もち大豆」　　　　　　　　　　　　　　　－上月中学校１年生－

　　心地よい演奏が広がりました

　おいしいおみそになるように

　２月２４日、笹ヶ丘ドームで、佐用郡ＰＴＡ連合会主催の「ふ
れあいグラウンドゴルフ大会」が行われました。
　町内各学校のＰＴＡから約９０人の参加があり、校区や世代を
越えた貴重な交流の場となりました。参加者のほとんどが初めて
の経験でしたが、町グラウンドゴルフ協会のかたにもアドバイ
ザーとして参加していただいたので、子どもから大人までグラウ
ンドゴルフの楽しさを実感することができました。
　郡ＰＴＡ連合会として初めての試みでしたが、珍プレー好プ
レーの続出で、大いに盛り上がりました。
　

グラウンドゴルフで広がる交流の輪　　　　　　　―佐用郡ＰＴＡ連合会―　

　　初めてだけどナイスショット

　このほど、尾鼻みち子さん（西河内）が
自宅庭先で、平和のメッセージが書かれた
エコ風船を見つけられました。
　これは、広島県の子どもたちが、１２０
個のエコ風船に、平和への願いをイラスト
や言葉で書き込んで空に飛ばしたもので、
そのうちのひとつが約２００㎞離れた西河
内に落下したものです。尾鼻さんは、メッ
セージが子どもの字だったので、返事にと
手紙とお菓子を広島に送付されました。

平和のメッセージが届きました

　この風船が届きました

　　一生懸命作業しました



30

　森とみどりは、私たちの暮らしに
限りない恵みをもたらし、豊かな自
然環境を残してくれます。
　このかけがえのない森とみどりを
守り育てていくために「緑の募金」
運動が３月１日から５月３１日まで
県下各地域で行われています。
　みなさまのご協力をお願います。
■お問い合わせ　
　　農林振興課☎８２- ０６６７

　平成１９年度の中小企業融資制度
説明会が、開催されます。
　参加ご希望のかたは、直接会場へ
お越しください。
■とき
　　４月２６日（木）午後２時～
■ところ　
　　龍野商工会議所
　　　（たつの市龍野町富永 702-1）
■説明内容
　・県商工関係融資制度
　・県環境関係融資制度
　・信用保証制度
　・ひょうご産業活性化センター関
　　係融資制度
　・国民生活金融公庫関係融資制度
　・西播磨地域中小企業支援センタ
　　ー事業
　・県労政関係融資制度
　・中小企業新事業活動促進法関係
※説明会終了後、希望者には個別相
　談を実施します。
■お問い合わせ
　　商工観光課☎８２- ０６７０

　毎週日曜日に一般開放していまし
た、佐用町地域福祉センターのカル
シウム鉱泉風呂は、諸般の事情によ
り、４月から休止します。
　長い間ご利用いただき、ありがと
うございました。
■お問い合わせ
　　福祉課☎８２- ０６６１

２月 20 日現在（　）内は前月比

　人　口　２１，３２２人（－５７）
　　　　　男 １０，１７３人   （－３２）
　　　　　女 １１，１４９人   （－２５）

　世帯数　　７，３５４戸（－１０）

　３月中の移動
      出生 　９人　死亡 ３７人
      転入 ４５人　転出 ７４人

お誕生おめでとう
２月 21 日から３月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

４月６日～５月 5 日

人のうごき ２月 21 日から３月 20 日届出分　敬称略

月
日
曜
日 内　　　　　容 場　　　所 時　間

6 金 小・中学校入学式 各小・中学校 9:00 ～
7 土 第２回佐用町桜まつり 笹ケ丘公園笹ケ丘ドーム 11:00 ～
8 日 兵庫県議会議員選挙投票日 各投票所 7:00 ～ 20:00

11 水 福祉相談 南光地域福祉センター 13:30 ～ 16:00
12 木 高年大学南光教室開講式 南光文化センター 10:30 ～
13 金 NHK ラジオ公開録音「上方演芸会」さよう文化情報センター 18:30 ～

15 日 第 18 回宿場町ひらふくまつり 智頭急行
「平福駅」周辺 10:00 ～ 15:00

17 火 高年大学三日月教室開講式 三日月老人福祉センター 10:00 ～

18 水

高年大学上月教室開講式 上月文化会館 10:00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13:00 ～ 15:00
役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
三日月文化センター

19 木 高年大学佐用教室開講式 さよう文化情報センター 10:00 ～

22 日 クラシックカーイベント「ポ
ンテ・ペルレ in 佐用」 佐用商店街 12:00 ～

25 水 弁護士相談 佐用町地域福祉センター 13:00 ～ 15:00
27 金 ＥＭぼかし講習会 佐用町保健センター 10:00 ～

緑の募金にご協力を

平成１９年度　
中小企業融資制度説明会

佐用町地域福祉センターの
カルシウム鉱泉風呂を休止します

ちょうみんカレンダー
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2007/ ４月号

■練習日
　　毎月第２・第４土曜日
　　午前９時３０分～１１時３０分
　　（４月２８日から活動開始） 
■ところ
　　明光寺（三日月下・送迎は保護
　　　　　　者でお願いします） 
■内容
　　☆合唱曲や季節の童謡を練習し
　　　ます 
　　☆「清流の郷音楽祭」（スピカ

　　　ホールで１０月）などに出演 
　　☆郡内の福祉施設への訪問など 
■指導者
　　指揮 : 西岡美沙子さん
　　主伴奏：尾崎真美さん
■年間団費
　　１，５００円（楽譜ファイル代、
　　連絡葉書代など）ただし、弟妹
　　からは１人１，０００円 
■募集対象
　　町内の小学生・中学生（保育園
　　児の団員もいます） 
　～いつでも参加してください、
　　　　　　見学も歓迎します～ 
■お問い合わせ
　　生涯学習課☎８２- ３３３６
　　（各小学校に募集チラシを配布
　　しています）

■対象者　２０歳以上２６歳未満の
　　　　者（２２歳未満は大卒者）
　　　　（大学院修士学位取得者は
　　　　２８歳未満）
■受付期間　５月１１日（金）まで
■試験日　
　１次試験 ･･･ ５月 19 日（土）
　２次試験 ･･･ ６月 19 ～ 21 日
■お問い合せ　
　自衛隊兵庫地方協力本部相生地域事務所
　　　☎０７９１- ２３- ２７５０

■試験日　　６月１７日（日）
■試験種類　
　　甲種、乙種第１～６類、丙種
■試験場所
　　兵庫県立大学
　　姫路書写キャンパスほか
■受付期間　５月　１日（火）～
　　　　　　５月１０日（木）
　　　　　　午前９時～午後５時
　＊郵送は最終日当日消印有効
　　持参は土・日曜日・祝日を除く
■受付場所
　　㈶消防試験研究センター兵庫県支部
　　〒６５０－００１１
　　兵庫県神戸市中央区下山手通５
　　　　　－１２－７協和ビル５階

※平成１９年度から、危険物取扱者
　試験の申請方法が変更となりまし
　た。従来は消防署において受験申
　込みの受付を行っていましたが、
　消防試験研究センターへ直接持参

　するか、郵送する方法となりまし
　た。なお、受験申請用紙は消防署
　に用意してありますので、お気軽
　にお問い合せください。
■お問い合わせ
　　消防署危険物係
　　　　　　　　☎８２- ３８７４

　上月地域づくり協議会、上月城ま
つり実行委員会では、「上月城まつ
り」を計画しています。
■とき　
　　５月 13 日（日）　午前９時～
■ところ
　　上月城跡、上月歴史資料館とそ
　　の周辺
■内容　
　　特産品のバザー、フリーマーケ
　　ット・獅子舞・太鼓演奏・紙す
　　き実演・ビンゴゲーム・城跡登
　　山と歴史ＰＲなど
■お問い合わせ
　　上月支所地域振興課
　　　　　　　　☎８６- １２１０

　３９団体、４１５人のボランティ
アの協力で植付けられた３８種類
５１，６００本のチューリップが咲
き誇ります。
■開園期間
　　４月１５日（日）～
　　４月３０日（月）
　　※開花状況により変更あり
■ところ
　　播磨科学公園都市県道テクノ中
　　央交差点北側
■お問い合わせ
　　播磨高原広域事務組合
　　　☎０７９１- ５８- ０５７５
■開花状況
　　期間中は西播磨県民局のホーム
　　ページをご覧ください。
　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　　　　http://web.pref.hyogo.jp/

佐用町役場 ( 代表）　      ☎  82-2521
　　　　　　　　　　    FAX  82-0131
税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
福祉課　　　　　　　　☎ 82-0661
農林振興課　　　　　　☎ 82-0667
商工観光課　　　　　　☎ 82-0670
生涯学習課　　　　　　☎ 82-3336
消防署危険物係　　　　☎ 82-3874
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293
上月支所地域振興課　　☎ 86-1210

今月の
納税

５月１日（火）です
 　
口座振替日は５月１日（火）です

　納税は納期限までに！

 固定資産税第１期分
の納税期限日は

募　集

防衛省 一般・技術
　　幹部候補生募集

平成１９年度　ひかりのさ
と少年少女合唱団団員募集

平成１９年度
第１回危険物取扱者試験

上月城まつりを開催

お知らせ

「光都チューリップ園」
開園

―  今月の納税相談日   ４月２３日（月）―
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時
受付場所：役場本庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
■お問い合わせ
　　　税務課収納係☎８２- ０６６２
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　３月４日にスピカホールで、キラキラッ子ママプラザ
主催の「春のカーニバルきらきらコンサート」が開催さ
れました。
　２００人を超える参加者たちは、ままちゃん（真田千
恵さん）のファミリーコンサートやママプラザ有志によ
る「ぐるぐるどっかーん」、ダンスキッズさようのダン
ス発表、太神楽曲芸などを楽しみました。
　また、子どもたちはヨーヨー釣りや、わたがし、フラ

ン ク フ ル ト な ど
の出店を楽しみ、
家 族 み ん な で 春
の １ 日 を 過 ご し
ました。
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　　  わが家のアイドル

「木星は太陽系で一番大きな惑星です」
　なゆた望遠鏡で覗くと、
木星を回る４つの大きな衛
星 が わ か り ま す。 上 段 の
写真には木星と衛星イオが
写っています。木星の衛星
は、存在はわかっても表面
をお月様のように調べるの
は難しい問題です。地上の
空気の影響でゆらゆらとピ
ンぼけになってしまうから
です。
　下段左の画像はピンぼけのイオの画像です。なゆた望
遠鏡の VTOS という観測装置を使うと、画像処理と組み
合わせて、ピンぼけを取り除くことができます。苦心の
結果、左のイオのピンぼけ画像から右の画像まで表面が
見られるようになりました。もっと努力すればイオで起
こる火山噴火を見ることができるようになると期待して
います。　西はりま天文台公園　主幹研究員　圓谷文明

 天文クイズ
　クイズ：木星の４大衛星の名前のうち違うのはど
れでしょう。 
　　（1）イオ　　　　　（2）エウロパ　
　　（3）ガニマタ　　　（4）カリスト
　先月号のクイズの答え 
　　（3）ガンマ線バースト 

　「貴くんお願い！３秒じっとしてて !!」と言うくらい、
わが家のわんぱく坊主は本当に目が離せません。
　でも、みんなそんな貴くんが大スキだヨ。
　志乃姉ちゃん、待ちに待った入園おめでとう !! たくさ
んのお友達と元気いっぱい遊んでねっ。パパとママより

編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

 FAX0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

子どもは地域の宝です
　　－キラキラッ子ママプラザ「春のカーニバル」－
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　かわいい衣装で「ぐるぐるどっカーン」

　ぽかぽか陽気に誘われて

　うまく釣れたよ

まちの
  話題


